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(57)【要約】
【課題】任意の駆動方法が可能なタッチ検出機能付き液
晶表示装置を提供する。
【解決手段】液晶表示装置１は、行列状に配置された複
数の液晶表示素子を有する液晶素子配列と、液晶素子配
列の各行に配置され、対応する行に配置された複数の液
晶表示素子に走査信号Ｖｓ０～Ｖｓｐを供給する複数の
走査線と、液晶素子配列の各列に配置され、対応する列
に配置された複数の液晶表示素子に、画像信号を供給す
る複数の信号線と、液晶素子配列の列に配置され、タッ
チを検出するための駆動信号Ｔｘ（０）～Ｔｘ（ｐ）が
供給される複数のタッチ検出駆動電極と、複数のタッチ
検出駆動電極から、タッチ検出駆動電極を特定するタッ
チ制御部とを具備する。ここで、タッチ制御部により特
定されたタッチ検出駆動電極に駆動信号が供給される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　行列状に配置された複数の液晶表示素子を有する液晶素子配列と、
　前記液晶素子配列の各行に配置され、対応する行に配置された複数の液晶表示素子に走
査信号を供給する複数の走査線と、
　前記液晶素子配列の各列に配置され、対応する列に配置された複数の液晶表示素子に、
画像信号を供給する複数の信号線と、
　前記液晶素子配列の列に配置され、タッチを検出するための駆動信号が供給される複数
のタッチ検出駆動電極と、
　前記複数のタッチ検出駆動電極から、タッチ検出駆動電極を特定するタッチ制御部と、
　を具備し、
　前記タッチ制御部により特定されたタッチ検出駆動電極に前記駆動信号が供給される、
液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液晶表示装置において、
　前記液晶表示装置は、前記液晶素子配列の行に沿った一辺に配置され、前記複数の信号
線に前記画像信号を供給する信号線駆動部と、前記一辺に配置され、前記特定されたタッ
チ検出駆動電極に前記駆動信号を供給する駆動電極駆動部と、を具備し、
　前記複数の信号線と、前記複数のタッチ検出駆動電極とは、平行して延在している、液
晶表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の液晶表示装置において、
　前記駆動電極駆動部は、前記複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれに対応した複数の単
位駆動電極駆動部を具備し、
　前記複数の単位駆動電極駆動部のそれぞれは、対応するタッチ検出駆動電極と第１電圧
配線との間に接続された第１スイッチと、周期的に電圧が変化する共通駆動信号が供給さ
れる第２電圧配線と前記対応するタッチ検出駆動電極との間に接続された第２スイッチと
、前記第１スイッチと前記第２スイッチとをスイッチ制御する制御回路と、を具備し、
　前記タッチ制御部は、前記複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれに対応した駆動領域指
定信号を形成し、駆動領域指定信号を、タッチ検出駆動電極に対応した単位駆動電極駆動
部の制御回路に供給し、
　タッチを検出する期間において、前記タッチ制御部は、前記特定するタッチ検出駆動電
極に対応する駆動領域指定信号によって、前記特定するタッチ検出駆動電極に対応する単
位駆動電極駆動部における第２スイッチがオン状態となるようにし、前記第２スイッチを
介して前記共通駆動信号が、駆動信号として、前記特定するタッチ検出駆動電極に供給さ
れる、液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項２に記載の液晶表示装置において、
　前記駆動電極駆動部は、前記複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれに対応した複数の単
位駆動電極駆動部を具備し、
　前記複数の単位駆動電極駆動部のそれぞれは、対応するタッチ検出駆動電極と第１電圧
配線との間に接続された第１スイッチと、前記対応するタッチ検出駆動電極と第２電圧配
線との間に接続された第２スイッチと、前記第１スイッチと前記第２スイッチとをスイッ
チ制御する制御回路と、を具備し、
　前記タッチ制御部は、前記複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれに対応した駆動領域指
定信号を形成し、駆動領域指定信号を、タッチ検出駆動電極に対応した単位駆動電極駆動
部の制御回路に供給し、
　タッチを検出する期間において、前記タッチ制御部は、前記特定するタッチ検出駆動電
極に対応する駆動領域指定信号によって、前記特定するタッチ検出駆動電極に対応する単
位駆動電極駆動部における前記第１スイッチおよび前記第２スイッチが、相補的にオン状
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態となるようにし、前記第１電圧配線における第１電圧および前記第２電圧配線における
第２電圧が、前記駆動信号の電圧として、前記特定するタッチ検出駆動電極に供給される
、液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の液晶表示装置において、
　前記タッチ制御部は、前記複数の単位駆動電極駆動部における前記第１スイッチおよび
前記第２スイッチが相補的にオン状態となるような複数の駆動領域指定信号を形成する、
液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の液晶表示装置において、
　前記タッチ制御部は、特定のコードに従って、前記複数の駆動領域指定信号を形成し、
　前記複数の駆動領域指定信号のうちの一の駆動領域指定信号に対応した単位駆動電極駆
動部は、前記第１電圧から前記第２電圧へ周期的に電圧が変化する駆動信号を、対応する
タッチ検出駆動電極へ供給し、前記複数の駆動領域指定信号のうちの他の駆動領域指定信
号に対応した単位駆動電極駆動部は、前記第２電圧から前記第１電圧へ周期的に電圧が変
化する駆動信号を、対応するタッチ検出駆動電極へ供給する、液晶表示装置。
【請求項７】
　請求項２に記載の液晶表示装置において、
　前記タッチ制御部は、前記特定されたタッチ検出駆動電極に駆動信号が供給されること
により、前記特定されたタッチ検出駆動電極に発生する検出信号を判定する判定部を具備
する、液晶表示装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の液晶表示装置において、
　前記駆動電極駆動部は、前記複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれに対応した複数の単
位駆動電極駆動部を具備し、
　前記複数の単位駆動電極駆動部のそれぞれは、対応するタッチ検出駆動電極と第１電圧
配線との間に接続された第１スイッチと、前記対応するタッチ検出駆動電極と第２電圧配
線との間に接続された第２スイッチと、前記第１スイッチと前記第２スイッチとをスイッ
チ制御する制御回路と、を具備し、
　前記液晶表示装置は、前記複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれと、前記タッチ制御部
との間に接続され、タッチを検出する期間において、オン状態とされる複数の第３スイッ
チを具備し、
　前記タッチ制御部は、前記複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれに対応した駆動領域指
定信号を形成し、駆動領域指定信号を、タッチ検出駆動電極に対応した単位駆動電極駆動
部の制御回路に供給し、
　タッチを検出する前記期間において、前記タッチ制御部は、前記特定するタッチ検出駆
動電極に対応する駆動領域指定信号によって、前記特定するタッチ検出駆動電極に対応す
る単位駆動電極駆動部における前記第１スイッチおよび前記第２スイッチが、相補的にオ
ン状態となるようにし、前記第１電圧配線における第１電圧および前記第２電圧配線にお
ける第２電圧が、前記駆動信号の電圧として、前記特定するタッチ検出駆動電極に供給さ
れ、
　前記タッチ制御部には、前記第３スイッチを介して、前記特定されたタッチ検出駆動電
極における検出信号が供給される、液晶表示装置。
【請求項９】
　請求項２に記載の液晶表示装置において、
　前記液晶表示装置は、
　前記液晶素子配列の前記一辺に配置され、前記複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれと
、複数の信号線のそれぞれとを、タッチを検出する期間において、電気的に接続する複数
の第４スイッチを具備する第１アシスト回路と、
　前記液晶素子配列の前記一辺と対向する他辺に配置され、前記複数のタッチ検出駆動電
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極のそれぞれと、複数の信号線のそれぞれとを、タッチを検出する期間において、電気的
に接続する複数の第５スイッチを具備する第２アシスト回路と、
　前記液晶表示配列の前記一辺に配置され、前記駆動電極駆動部と、前記複数の信号線に
電気的に接続された複数の端子と、を含む駆動回路と、
　を具備し、
　前記駆動電極駆動部は、それぞれ前記複数のタッチ検出駆動電極に対応した複数の単位
駆動電極駆動部を含み、
　前記複数の単位駆動電極駆動部のそれぞれは、
　前記第１アシスト回路および第２アシスト回路によって、対応するタッチ検出駆動電極
が信号線に接続されたとき、前記複数の端子のうち、当該信号線に接続された端子と、第
１電圧配線との間に接続された第６スイッチと、
　前記端子と第２電圧配線との間に接続された第７スイッチと、
　タッチを検出する期間において、前記第６スイッチおよび前記第７スイッチを、駆動領
域指定信号に従ってスイッチ制御する制御回路と、
　を含み、
　前記タッチ制御部は、前記複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれに対応した前記駆動領
域指定信号を形成し、
　タッチを検出する期間において、前記第１アシスト回路および前記第２アシスト回路に
より、タッチ検出駆動電極と信号線とが電気的に接続され、当該信号線に接続された端子
に、前記駆動領域指定信号に従って、単位駆動電極駆動部が、前記第１電圧配線における
第１電圧と前記第２電圧配線における第２電圧とを交互に供給する、液晶表示装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の液晶表示装置において、
　前記液晶表示装置は、前記複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれに対応し、前記タッチ
制御部へ検出信号を供給する複数の検出配線を具備し、
　前記複数の単位駆動電極駆動部のそれぞれは、前記端子と前記検出配線との間に接続さ
れ、タッチを検出する期間において、オン状態とされる第８スイッチを具備し、
　タッチ検出駆動電極へ前記第１電圧および前記第２電圧を交互に供給することにより発
生するタッチ検出駆動電極における信号が、前記検出配線を介して、前記検出信号として
前記タッチ制御部へ供給される、液晶表示装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の液晶表示装置において、
　前記液晶表示装置は、前記複数の走査線のそれぞれに走査信号を供給するドライバを有
し、前記ドライバの出力は、タッチを検出する期間においてハイインピーダンス状態とさ
れ、
　前記複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれには、タッチを検出する期間において、前記
第１電圧および前記第２電圧が、交互に供給される、液晶表示装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の液晶表示装置において、
　前記液晶表示装置は、前記駆動回路のそれぞれの端子と前記複数の信号線との間に接続
された信号線セレクタを具備し、
　前記信号線セレクタは、前記端子と前記複数の信号線のうちの第１の信号線との間に接
続された第９スイッチと、前記端子と前記複数の信号線のうちの第２の信号線との間に接
続された第１０スイッチと、を具備し、表示の期間においては、前記第９スイッチと前記
第１０スイッチは相補的にオン状態とされ、タッチを検出する期間においては、前記第９
スイッチおよび第１０スイッチは、ともにオン状態とされる、液晶表示装置。
【請求項１３】
　請求項２に記載の液晶表示装置において、
　前記液晶表示装置は、前記液晶素子配列の行に配置された複数の検出電極を具備し、
　前記タッチ制御部は、前記特定されたタッチ検出駆動電極に駆動信号が供給されること
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により、前記検出電極に発生する検出信号を判定する判定部を具備する、液晶表示装置。
【請求項１４】
　請求項２に記載の液晶表示装置において、
　前記タッチ制御部は、検出領域情報に基づいて、タッチ検出駆動電極を特定する、液晶
表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に静電容量の変化に基づいて外部近接物体を検出可
能なタッチ検出機能付き液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、いわゆるタッチパネルと呼ばれる、外部近接物体を検出可能なタッチ検出装置が
注目されている。タッチパネルは、液晶表示装置等の表示装置上に装着または一体化され
る。このように、タッチパネルが表示装置上に装着または一体化された液晶表示装置、す
なわちタッチ検出機能付き液晶表示装置は、表示装置に各種のボタン画像等を表示させ、
外部物体がボタン画像に近接したことをタッチパネルで検出する。これにより、タッチパ
ネルを通常の機械式ボタンの代わりとして、情報入力の手段として用いることを可能とし
ている。このようなタッチ検出機能付きの液晶表示装置は、キーボードやマウスのような
情報入力の手段を必ずしも必要としないため、コンピュータのほか、携帯電話のような携
帯情報端末などでも、使用が拡大する傾向にある。
【０００３】
　タッチ検出装置の検出方式としては、光学式、抵抗式、静電容量式などのいくつかの方
式が存在する。このなかで、静電容量式のタッチ検出装置は、比較的単純な構造を有し、
低消費電力であるため、携帯情報端末などに用いられている。特許文献１および特許文献
２には、静電容量式のタッチ検出装置が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－２３３０１８号公報
【特許文献２】特開２０１２－０４７８０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　静電容量式のタッチ検出装置においては、例えば、駆動電極と検出電極とが交差する交
差部分における容量の値が、指等の外部物体が近接（接触を含む）することにより変化す
ることを利用して、外部物体の近接を検出している。すなわち、駆動電極に駆動信号を供
給したとき、検出電極に生じる検出信号に基づいて、外部物体の近接を検出している。タ
ッチ検出装置では、このような駆動電極と検出電極とが、それぞれ複数個設けられ、複数
の駆動電極は、列方向に順次配置され、複数の検出電極は、複数の駆動電極と交差するよ
うに、行方向に順次配置される。
【０００６】
　特許文献１および特許文献２では、複数の駆動電極に駆動信号を供給する場合、列方向
に順次、駆動信号を供給することが示されており、任意の駆動電極に駆動信号を供給する
ことは考慮されていない。
【０００７】
　本発明の目的は、任意の駆動方法が可能なタッチ検出機能付き液晶表示装置を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　本発明の一態様に係わる液晶表示装置は、行列状に配置された複数の液晶表示素子を有
する液晶素子配列と、液晶素子配列の各行に配置され、対応する行に配置された複数の液
晶表示素子に走査信号を供給する複数の走査線と、液晶素子配列の各列に配置され、対応
する列に配置された複数の液晶表示素子に、画像信号を供給する複数の信号線と、液晶素
子配列の列に配置され、タッチを検出するための駆動信号が供給される複数のタッチ検出
駆動電極と、複数のタッチ検出駆動電極から、タッチ検出駆動電極を特定するタッチ制御
部と、を具備し、タッチ制御部により特定されたタッチ検出駆動電極に駆動信号が供給さ
れる、ものである。
【０００９】
　また、他の一態様として、液晶表示装置は、液晶素子配列の行に沿った一辺に配置され
、複数の信号線に画像信号を供給する信号線駆動部と、当該一辺に配置され、特定のタッ
チ検出駆動電極に駆動信号を供給する駆動電極駆動部と、を具備し、複数の信号線と、複
数のタッチ検出駆動電極とは、平行して延在するようにしてもよい。
【００１０】
　また、他の一態様として、駆動電極駆動部は、複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれに
対応した複数の単位駆動電極駆動部を具備し、複数の単位駆動電極駆動部のそれぞれは、
対応するタッチ検出駆動電極と第１電圧配線との間に接続された第１スイッチと、周期的
に電圧が変化する共通駆動信号が供給される第２電圧配線と前記対応するタッチ検出駆動
電極との間に接続された第２スイッチと、第１スイッチと第２スイッチとをスイッチ制御
する制御回路とを具備し、タッチ制御部は、複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれに対応
した駆動領域指定信号を形成し、駆動領域指定信号を、タッチ検出駆動電極に対応した単
位駆動電極駆動部の制御回路に供給し、タッチを検出する期間において、タッチ制御部は
、前記特定するタッチ検出駆動電極に対応する駆動領域指定信号によって、前記特定する
タッチ検出駆動電極に対応する単位駆動電極駆動部における第２スイッチがオン状態とな
るようにし、第２スイッチを介して前記共通駆動信号が、駆動信号として、前記特定する
タッチ検出駆動電極に供給されるようにしてもよい。
【００１１】
　また、他の一態様として、駆動電極駆動部は、複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれに
対応した複数の単位駆動電極駆動部を具備し、複数の単位駆動電極駆動部のそれぞれは、
対応するタッチ検出駆動電極と第１電圧配線との間に接続された第１スイッチと、対応す
るタッチ検出駆動電極と第２電圧配線との間に接続された第２スイッチと、第１スイッチ
と第２スイッチとをスイッチ制御する制御回路とを具備し、タッチ制御部は、複数のタッ
チ検出駆動電極のそれぞれに対応した駆動領域指定信号を形成し、駆動領域指定信号を、
タッチ検出駆動電極に対応した単位駆動電極駆動部の制御回路に供給し、タッチを検出す
る期間において、タッチ制御部は、前記特定するタッチ検出駆動電極に対応する駆動領域
指定信号によって、前記特定するタッチ検出駆動電極に対応する単位駆動電極駆動部にお
ける第１スイッチおよび第２スイッチが、相補的にオン状態となるようにし、第１電圧配
線における第１電圧および第２電圧配線における第２電圧が、駆動信号の電圧として、前
記特定するタッチ検出駆動電極に供給されるようにしてもよい。
【００１２】
　また、他の一態様として、タッチ制御部は、複数の単位駆動電極駆動部における第１ス
イッチおよび第２スイッチが相補的にオン状態となるような複数の駆動領域指定信号を形
成するようにしてもよい。
【００１３】
　また、他の一態様として、タッチ制御部は、特定のコードに従って、複数の駆動領域指
定信号を形成し、複数の駆動領域指定信号のうちの一の駆動領域指定信号に対応した単位
駆動電極駆動部は、第１電圧から第２電圧へ周期的に電圧が変化する駆動信号を、対応す
るタッチ検出駆動電極へ供給し、複数の駆動領域指定信号のうちの他の駆動領域指定信号
に対応した単位駆動電極駆動部は、第２電圧から第１電圧へ周期的に電圧が変化する駆動
信号を、対応するタッチ検出駆動電極へ供給するようにしてもよい。
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【００１４】
　また、他の一態様として、タッチ制御部は、前記特定されたタッチ検出駆動電極に駆動
信号が供給されることにより、前記特定されたタッチ検出駆動電極に生じる検出信号を判
定する判定部を具備してもよい。
【００１５】
　また、他の一態様として、駆動電極駆動部は、複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれに
対応した複数の単位駆動電極駆動部を具備し、複数の単位駆動電極駆動部のそれぞれは、
対応するタッチ検出駆動電極と第１電圧配線との間に接続された第１スイッチと、対応す
るタッチ検出駆動電極と第２電圧配線との間に接続された第２スイッチと、第１スイッチ
と第２スイッチとをスイッチ制御する制御回路とを具備し、液晶表示装置は、複数のタッ
チ検出駆動電極のそれぞれと、タッチ制御部との間に接続され、タッチを検出する期間に
おいて、オン状態とされる複数の第３スイッチを具備し、タッチ制御部は、複数のタッチ
検出駆動電極のそれぞれに対応した駆動領域指定信号を形成し、駆動領域指定信号を、タ
ッチ検出駆動電極に対応した単位駆動電極駆動部の制御回路に供給し、タッチを検出する
前記期間において、タッチ制御部は、前記特定するタッチ検出駆動電極に対応する駆動領
域指定信号によって、前記特定するタッチ検出駆動電極に対応する単位駆動電極駆動部に
おける第１スイッチおよび第２スイッチが、相補的にオン状態となるようにし、第１電圧
配線における第１電圧および第２電圧配線における第２電圧が、駆動信号の電圧として、
前記特定するタッチ検出駆動電極に供給され、タッチ制御部には、第３スイッチを介して
、前記特定されたタッチ検出駆動電極における検出信号が供給されるようにしてもよい。
【００１６】
　また、他の一態様として、液晶表示装置は、液晶素子配列の前記一辺に配置され、複数
のタッチ検出駆動電極のそれぞれと、複数の信号線のそれぞれとを、タッチを検出する期
間において、電気的に接続する複数の第４スイッチを具備する第１アシスト回路と、液晶
素子配列の前記一辺と対向する他辺に配置され、複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれと
、複数の信号線のそれぞれとを、タッチを検出する期間において、電気的に接続する複数
の第５スイッチを具備する第２アシスト回路と、液晶表示配列の前記一辺に配置され、駆
動電極駆動部と、複数の信号線に電気的に接続された複数の端子と、を含む駆動回路とを
具備し、駆動電極駆動部は、それぞれ前記複数のタッチ検出駆動電極に対応した複数の単
位駆動電極駆動部を含み、複数の単位駆動電極駆動部のそれぞれは、第１アシスト回路お
よび第２アシスト回路によって、対応するタッチ検出駆動電極が信号線に接続されたとき
、複数の端子のうち、当該信号線に接続された端子と、第１電圧配線との間に接続された
第６スイッチと、端子と第２電圧配線との間に接続された第７スイッチと、タッチを検出
する期間において、第６スイッチおよび第７スイッチを、駆動領域指定信号に従ってスイ
ッチ制御する制御回路とを含み、タッチ制御部は、複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれ
に対応した駆動領域指定信号を形成し、タッチを検出する期間において、第１アシスト回
路および第２アシスト回路により、タッチ検出駆動電極と信号線とが電気的に接続され、
当該信号線に接続された端子に、駆動領域指定信号に従って、単位駆動電極駆動部が、第
１電圧配線における第１電圧と第２電圧配線における第２電圧とを交互に供給するように
してもよい。
【００１７】
　また、他の一態様として、液晶表示装置は、複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれに対
応し、タッチ制御部へ検出信号を供給する複数の検出配線を具備し、複数の単位駆動電極
駆動部のそれぞれは、前記端子と前記検出配線との間に接続され、タッチを検出する期間
において、オン状態とされる第８スイッチを具備し、タッチ検出駆動電極へ第１電圧およ
び第２電圧を交互に供給することにより発生するタッチ検出駆動電極における信号が、検
出配線を介して、検出信号としてタッチ制御部へ供給されるようにしてもよい。
【００１８】
　また、他の一態様として、液晶表示装置は、複数の走査線のそれぞれに走査信号を供給
するドライバを有し、ドライバの出力は、タッチを検出する期間においてハイインピーダ
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ンス状態とされ、複数のタッチ検出駆動電極のそれぞれには、タッチを検出する期間にお
いて、前記第１電圧および前記第２電圧が、交互に供給されるようにしてもよい。
【００１９】
　また、他の一態様として、液晶表示装置は、駆動回路のそれぞれの端子と、複数の信号
線との間に接続された信号線セレクタを具備し、信号線セレクタは、端子と複数の信号線
のうちの第１の信号線との間に接続された第９スイッチと、端子と複数の信号線のうちの
第２の信号線との間に接続された第１０スイッチとを具備し、表示の期間においては、第
９スイッチと第１０スイッチは相補的にオン状態とされ、タッチを検出する期間において
は、第９スイッチおよび第１０スイッチは、ともにオン状態とされるようにしてもよい。
【００２０】
　また、他の一態様として、液晶表示装置は、液晶素子配列の行に配置された複数の検出
電極を具備し、タッチ制御部は、前記特定されたタッチ検出駆動電極に駆動信号が供給さ
れることにより、検出電極に発生する検出信号を判定する判定部を具備するようにしても
よい。
【００２１】
　また、他の一態様として、タッチ制御部は、検出領域情報に基づいて、タッチ検出駆動
電極を特定してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】実施の形態１に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置の構成を示すブロック図
である。
【図２】（Ａ）～（Ｃ）は、静電容量型タッチ検出（相互容量方式）の基本原理を説明す
るための説明図である。
【図３】（Ａ）および（Ｂ）は、実施の形態１に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置
を実装したモジュールの概略を示す平面図および断面図である。
【図４】（Ａ）～（Ｃ）は、実施の形態１に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置を実
装したモジュールの概略を示す平面図および断面図である。
【図５】実施の形態１に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置を実装したモジュールの
概略を示す平面図である。
【図６】実施の形態１に係わる液晶素子配列の構成を示す回路図である。
【図７】実施の形態１に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置の構成を示す回路図であ
る。
【図８】（Ａ）～（Ｋ）は、実施の形態１に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置の波
形図である。
【図９】実施の形態１に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置を実装したモジュールの
平面図である。
【図１０】実施の形態２に係わるタッチ制御装置の構成を示すブロック図である。
【図１１】実施の形態２に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置の構成を示す回路図で
ある。
【図１２】（Ａ）～（Ｃ）は、実施の形態２に係わるＣＯＤＥ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇの原理を説明するための説明図である。
【図１３】（Ａ）～（Ｌ）は、実施の形態２に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置の
波形図である。
【図１４】実施の形態２に係わるＣＯＤＥ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎ
ｇに用いられる他のコードを示す図である。
【図１５】（Ａ）～（Ｃ）は、静電容量型タッチ検出（自己容量方式）の基本原理を説明
するための説明図である。
【図１６】実施の形態３に係わるタッチ制御装置の構成を示すブロック図である。
【図１７】実施の形態３に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置の構成を示す回路図で
ある。
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【図１８】（Ａ）～（Ｊ）は、実施の形態３に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置の
波形図である。
【図１９】実施の形態４に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置の構成を示す回路図で
ある。
【図２０】携帯電話の構成を示す外観図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の各実施の形態について、図面を参照にしつつ説明する。なお、開示はあ
くまでも一例にすぎず、当業者において、発明の主旨を保っての適宜変更について容易に
想到し得るものについては、当然に本発明の範囲に含有されるものである。また、図面は
説明をより明確にするため、実際の態様に比べ、各部の幅、厚さ、形状等について模式的
に表される場合があるが、あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するものではない
。
【００２４】
　また、本明細書と各図において、既出の図に関して前述したものと同様の要素には、同
一の符号を付して、詳細な説明を適宜省略することがある。
【００２５】
　（実施の形態１）
　実施の形態１として、タッチ検出装置が、表示装置と一体化されたインセルタイプのタ
ッチ検出機能付き液晶表示装置に適用した例について説明する。ここで、インセルタイプ
のタッチ検出機能付き液晶表示装置とは、タッチ検出装置に含まれる駆動電極および検出
電極の少なくとも一方が、表示装置の液晶を介して対向する一対の基板間に設けられたタ
ッチ検出機能付き液晶表示装置を意味する。実施の形態１においては、タッチ検出装置に
含まれる駆動電極が、液晶を駆動する駆動電極としても用いられている場合を説明する。
【００２６】
　＜全体構成＞
　先ず、タッチ検出機能付き液晶表示装置１の全体構成を、図１を用いて説明する。図１
は、タッチ検出機能付き液晶表示装置１の構成を示すブロック図である。タッチ検出機能
付き液晶表示装置１は、液晶パネル（表示パネル）２、表示制御装置５、信号線セレクタ
６、タッチ制御装置７およびゲートドライバ８を具備している。図１では、図面を見易く
するために、液晶パネル２は、模式的に描かれており、液晶パネル部（表示パネル部）３
とタッチ検出パネル部４を具備している。液晶パネル２の構成については、後で図３、図
４、図５および図６を用いて説明する。
【００２７】
　液晶パネル２は、液晶パネル部３と、タッチ検出パネル部４とを備えている。後述する
が、これら液晶パネル部３とタッチ検出パネル部４は、駆動電極等一部の構成を共用して
いる。液晶パネル部３には、ゲートドライバ８から走査信号Ｖｓ０～Ｖｓｐが供給され、
さらに信号線セレクタ６を介して表示制御装置５から画像信号ＳＬｄ（０）～ＳＬｄ（ｐ
）が供給され、画像信号ＳＬｄ（０）～ＶＬｄ（ｐ）に従った画像を表示する。タッチ検
出パネル部４は、表示制御装置５から駆動信号Ｔｘ（０）～Ｔｘ（ｐ）が供給され、検出
信号Ｒｘ（０）～Ｒｘ（ｐ）をタッチ制御装置７に出力する。
【００２８】
　表示制御装置５は、制御部９および駆動回路１０を有しており、駆動回路１０は、画像
信号を出力する信号線ドライバ（信号線駆動部）１１と駆動信号Ｔｘ（０）～Ｔｘ（ｐ）
を出力する駆動電極ドライバ（駆動電極駆動部）１２とを有している。制御部９は、制御
端子Ｔｔに供給されるタイミング信号および制御信号と、画像端子Ｔｄに供給される画像
信号とを受け、画像端子Ｔｄに供給された画像信号に応じた画像信号Ｓｎを信号線ドライ
バ１１に供給する。信号線ドライバ１１は、制御部９から供給された画像信号Ｓｎを、特
に制限されないが、時間的に多重化して、信号線セレクタ６へ出力する。すなわち、信号
線ドライバ１１の１個の出力端子を見た場合、２つの画像信号を、時間的にずらしながら
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、１個の端子から出力する。
【００２９】
　また、制御部９は、時間的に多重化された画像信号を、信号線セレクタ６において、互
いに異なる信号線へ振り分けるための選択信号ＳＥＬ１、ＳＥＬ２を信号線セレクタ６に
供給する。信号線セレクタ６は、多重化して供給された画像信号を、選択信号ＳＥＬ１、
ＳＥＬ２によって互いに異なる信号線へ振り分け、画像信号ＳＬｄ（０）～ＳＬｄ（ｐ）
として、液晶パネル部３に供給する。信号線セレクタ６は、液晶パネル部３の近傍に配置
されている。このように、画像信号を時間的に多重化することにより、表示制御装置５と
液晶パネル部３とを電気的に接続する配線の数を低減することが可能となる。言い換える
ならば、表示制御装置５と液晶パネル部３との間を接続する配線の幅を広くし、画像信号
の遅延を低減することが可能となる。
【００３０】
　制御部９は、制御端子Ｔｔに供給されるタイミング信号および制御信号に基づいて、ゲ
ートドライバ８にタイミング信号を供給する。ゲートドライバ８は、供給されたタイミン
グ信号に基づいて、走査信号Ｖｓ０～Ｖｓｐを発生し、液晶パネル部３に供給する。ゲー
トドライバ８によって発生される走査信号Ｖｓ０～Ｖｓｐは、例えば走査信号Ｖｓ０から
Ｖｓｐに向かって順次ハイレベルとなるようなパルス信号である。
【００３１】
　駆動回路１０内の駆動電極ドライバ１２は、タッチ制御装置７から供給される共通駆動
信号ＥｘＶｃｏｍと駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）とを受け
、液晶パネル２に含まれている複数の駆動電極ＴＬ（ｉ、ｉ＝０～ｐ：図３等参照）から
、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）によって指定されている駆
動電極ＴＬ（ｉ）を選択し、選択された駆動電極ＴＬ（ｉ）に対して共通駆動信号ＥｘＶ
ｃｏｍを駆動信号Ｔｘ（ｉ）として供給する。
【００３２】
　この実施の形態１に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置１はインセルタイプであり
、駆動電極ＴＬ（ｉ）がタッチ検出の駆動と液晶の駆動とに兼用されている。すなわち、
駆動電極ＴＬ（ｉ）は、画像表示のときには、液晶を駆動するための電界を、後で述べる
画素電極との間で形成するように機能し、タッチ検出のときには、タッチ検出用の駆動信
号を伝達するように機能する。そのため、本明細書においては、以降、駆動電極ＴＬ（ｉ
）を共通電極ＴＬ（ｉ）と称する。また、共通電極ＴＬ（ｉ）が、タッチ検出用として機
能する場合は、タッチ検出用であることを明示するために、共通電極ＴＬ（ｉ）と称する
こともある。
【００３３】
　図１には、共通電極ＴＬ（ｉ）に供給される信号のうち、タッチ検出用の駆動に用いら
れる駆動信号Ｔｘ（ｉ）のみが示されている。液晶パネル部３における液晶の画像表示と
タッチ検出パネル部４におけるタッチ検出とは、時間的に重ならないように、時分割で行
われる。ここでは、画像を表示する期間を表示期間と称し、タッチ検出を行う期間をタッ
チ検出期間と称する。
【００３４】
　画像表示を行う表示期間においては、駆動電極ドライバ１２は、液晶を駆動するための
駆動信号を液晶パネル２内の共通電極ＴＬ（ｉ）に供給し、タッチ検出を行う検出期間に
おいては、タッチ検出のための駆動信号Ｔｘ（ｉ）を、液晶パネル２内の共通電極ＴＬ（
ｉ）に供給する。表示期間においては、制御部９から、駆動電極ドライバ１２に対して、
液晶を駆動するための駆動信号が、供給されることになるが、図１では図面が複雑になる
のを避けるために、省略されている。勿論、駆動回路１０に、タッチ検出のための駆動電
極ドライバと液晶を駆動するための駆動電極ドライバとを、別々に設けるようにしてもよ
い。また、制御部９は、表示期間とタッチ検出期間とを識別するタッチ－表示同期信号Ｔ
ＳＨＤを出力する。
【００３５】
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　タッチ制御装置（タッチ制御部）７は、タッチ検出パネル部４からの検出信号Ｒｘ（０
）～Ｒｘ（ｐ）を処理する検出信号処理部（判定部）ＴＳと、共通電極ＴＬ（ｉ）を制御
する駆動処理部ＤＳと、検出信号処理部ＴＳおよび駆動処理部ＤＳを制御する検出タイミ
ング制御部１９とを具備している。ここで、検出信号処理部ＴＳは、タッチ検出パネル部
４がタッチされたか否かを検出し、タッチされていた場合、タッチされた位置の座標を求
める処理を行う。また、駆動処理部ＤＳは、タッチ検出パネル部４において、タッチを検
出する領域を指定する処理を行う。
【００３６】
　まず、検出信号処理部ＴＳについて述べると、この検出信号処理部ＴＳは、タッチ検出
パネル部４からの検出信号Ｒｘ（０）～Ｒｘ（ｐ）を受信し、受信した検出信号Ｒｘ（０
）～Ｒｘ（ｐ）を増幅するタッチ検出信号増幅部１３と、タッチ検出信号増幅部１３によ
って増幅されたアナログの検出信号をデジタル信号へ変換するアナログ／デジタル変換部
（以下、Ａ／Ｄ変換部と称する）１４とを含んでいる。ここで、タッチ検出信号増幅部１
３は、受信した検出信号Ｒｘ（０）～Ｒｘ（ｐ）から高い周波数の成分（ノイズ成分）を
取り除き、増幅動作を行う。また、検出信号Ｒｘ（０）～Ｒｘ（ｐ）は、後で図２を用い
て説明するが、共通電極ＴＬ（ｉ）に供給される駆動信号Ｔｘ（ｉ）に応答して発生する
。そのため、Ａ／Ｄ変換部１４は、駆動信号Ｔｘ（ｉ）あるいは共通駆動信号ＥｘＶｃｏ
ｍに同期して、タッチ検出信号増幅部１３からの増幅信号をサンプリングし、デジタル信
号へ変換する。
【００３７】
　さらに、検出信号処理部ＴＳは、Ａ／Ｄ変換部１４による変換動作によって得られたデ
ジタル信号を受信し、当該デジタル信号に対して信号処理を行う信号処理部１５と、信号
処理部１５の処理によって得られた信号から、タッチした位置の座標を抽出する座標抽出
部１６とを有している。信号処理部１５で行われる信号処理としては、Ａ／Ｄ変換部１４
で行ったサンプリングの周波数よりも高い周波数のノイズ成分を取り除き、タッチ検出パ
ネル部４におけるタッチの有無を検出する処理が含まれる。座標抽出部１６により抽出さ
れたタッチされた位置の座標は、出力端子Ｔｏｕｔから座標情報として出力される。
【００３８】
　駆動処理部ＤＳは、検出タイミング制御部１９からの制御信号に応答して、共通電極Ｔ
Ｌ（ｉ）を駆動するための共通駆動信号ＥｘＶｃｏｍを発生する駆動信号発生部１７と、
制御端子Ｔｃから供給される検出領域情報ＤＩと、検出タイミング制御部１９からの制御
信号に基づいて、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）を発生する
駆動領域指定部１８とを有している。駆動領域指定部１８は、制御端子Ｔｃから供給され
る検出領域情報ＤＩに基づいて、複数の共通電極ＴＬ（ｉ）のうち、共通駆動信号ＥｘＶ
ｃｏｍを供給する共通電極ＴＬ（ｉ）を定め（特定し）、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ
（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）を発生する。
【００３９】
　検出タイミング制御部１９は、表示制御装置５の制御部９から出力されているタッチ－
表示同期信号ＴＳＨＤを受信し、このタッチ－表示同期信号ＴＳＨＤがタッチ検出期間を
表しているときに、駆動処理部ＤＳが処理を行うように制御する。また、タッチ検出期間
において、タッチ検出信号増幅部１３が受信した検出信号Ｒｘ（０）～Ｒｘ（ｐ）を変換
し、タッチした座標が抽出されるように、Ａ／Ｄ変換部１４、信号処理部１５および座標
抽出部１６を制御する。
【００４０】
　また、信号処理部１５には、制御端子Ｔｃから検出領域情報ＤＩが供給されている。こ
れは、液晶パネル２に含まれている複数の共通電極ＴＬ（ｉ）のうち、駆動領域指定信号
ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）により指定（特定）された共通電極ＴＬ（ｉ）
にのみ、共通駆動信号ＥｘＶｃｏｎｔが供給される場合には、指定された共通電極ＴＬ（
ｉ）に共通駆動信号ＥｘＶｃｏｎｔが供給されたときに発生する検出信号についてのみ、
信号処理部１５において、タッチの有無を検出するようにするためである。指定された共
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通電極ＴＬ（ｉ）に対応する検出信号についてのみ、処理する構成としては、これに限定
されない。例えば、Ａ／Ｄ変換部１４において、指定された共通電極ＴＬ（ｉ）に対応す
る検出信号のみをサンプリングし、デジタル信号へ変換するようにしてもよい。
【００４１】
　＜静電容量型タッチ検出（相互容量方式）の基本原理＞
　図２（Ａ）～（Ｃ）は、実施の形態１において用いられている静電容量型タッチ検出の
基本原理を示す模式図である。図２（Ａ）において、ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）のそれぞれ
は、液晶パネル２に設けられた共通電極であり、ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）のそれぞれは、
タッチ検出パネル部４に設けられた検出電極である。図２（Ａ）において、共通電極ＴＬ
（０）～ＴＬ（ｐ）のそれぞれは、列方向に延在し、行方向に平行して配置されている。
また、検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）のそれぞれは、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）
と交差するように、行方向に延在し、列方向に平行して配置されている。検出電極ＲＬ（
０）～ＲＬ（ｐ）と共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）との間に隙間が生じるように、検出
電極ＲＬ（０）～Ｒ（ｐ）は、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）の上方に形成されている
。
【００４２】
　図２（Ａ）において、１２－０～１２－ｐのそれぞれは、駆動電極ドライバ１２内に設
けられている単位駆動電極ドライバを示している。すなわち、単位駆動電極ドライバ１２
－０～１２－ｐから、駆動信号Ｔｘ（０）～Ｔｘ（ｐ）が出力される。また、１３－０～
１３－ｐのそれぞれは、タッチ検出信号増幅部１３内の単位増幅部を示している。図２（
Ａ）において、実線の○で囲んだパルス信号は、共通駆動信号ＥｘＶｃｏｍの波形を示し
ている。外部物体として、同図では、指がＦＧとして示されている。
【００４３】
　駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）により指定された共通電極
、この例では共通電極ＴＬ（２）に共通駆動信号ＥｘＶｃｏｍが駆動電極ドライバ１２か
ら駆動信号Ｔｘ（２）として供給される。共通電極ＴＬ（２）にパルス信号である共通駆
動信号ＥｘＶｃｏｍを供給することにより、図２（Ｂ）に示すように、共通電極ＴＬ（２
）と交差する検出電極ＲＬ（ｎ）との間で電界が発生する。このとき、指ＦＧが、液晶パ
ネル２の共通電極ＴＬ（２）に近接している位置をタッチしていると、指ＦＧと共通電極
ＴＬ（２）との間でも電界が発生し、共通電極ＴＬ（２）と検出電極ＲＬ（ｎ）との間で
発生している電界が減少する。これにより、共通電極ＴＬ（２）と検出電極ＲＬ（ｎ）と
の間の電荷量が減少する。その結果、図２（Ｃ）に示すように、共通駆動信号ＥｘＶｃｏ
ｍの供給に応答して生じる電荷量は、指ＦＧがタッチしているときは、タッチしていない
ときに比べてΔＱだけ減少する。電荷量の差は、電圧の差として検出信号Ｒｘ（ｎ）に表
れ、タッチ検出信号増幅部１３内の単位増幅部１３－ｎに供給され、増幅される。
【００４４】
　なお、図２（Ｃ）において、横軸は時間を示しており、縦軸は電荷量を示している。共
通駆動信号ＥｘＶｃｏｍの立ち上がり、すなわち駆動信号Ｔｘ（２）の電圧の立ち上がり
に応答して、電荷量は、増加（同図において、上側に増加）し、駆動信号Ｔｘ（２）の電
圧の立ち下がりに応答して、電荷量は、増加（同図において、下側に増加）する。このと
き、指ＦＧのタッチの有無によって、増加する電荷量が変わる。また、この図面では、電
荷量が、上側に増加した後、下側へ増加する前に、リセットが行われており、同様に、電
荷量が下側へ増加した後、上側へ増加する前に、電荷量のリセットが行われている。この
ようにして、リセットされた電荷量を基準として、上下に電荷量が変化する。
【００４５】
　駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）により指定した共通電極Ｔ
Ｌ（０）～ＴＬ（ｐ）に、共通駆動信号ＥｘＣｏｍを供給することにより、指定した共通
電極と交差する複数の検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）のそれぞれから、それぞれの交差
部分に近接した位置に指ＦＧがタッチしているか否かに応じた電圧値を有する検出信号Ｒ
ｘ（０）～Ｒｘ（ｐ）が出力されることになる。Ａ／Ｄ変換部１４（図１）は、指ＦＧが
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タッチしているか否かにより、電荷量に差ΔＱが生じている時刻において、検出信号Ｒｘ
（０）～Ｒｘ（ｐ）のそれぞれをサンプリングし、デジタル信号へ変換する。
【００４６】
　＜モジュール＞
　図３（Ａ）は、実施の形態１に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置１を実装したモ
ジュールの概略を示す平面図である。また、図３（Ｂ）は、図３（Ａ）において、Ｂ－Ｂ
’の断面図である。
【００４７】
　液晶パネル２は、同図において縦方向に延在し、横方向に並列的に配置された信号線Ｓ
Ｌ（０）～ＳＬ（ｐ）と、これらの信号線ＳＬ（０）～ＳＬ（ｐ）の延在方向と同じ方向
に延在する複数の共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）とを具備している。すなわち、共通電
極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）のそれぞれも、同図において縦方向に延在し、横方向に並列的
に配置されている。なお、選択信号Ｖｓ０～Ｖｓｐが供給される走査線および検出信号Ｒ
ｘ（０）～Ｒｘ（ｐ）を伝達する検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）は、同図において、横
方向に延在し、縦方向に並列的に配置されているが、図３（Ａ）では省略されている。
【００４８】
　図１で説明した表示制御装置５および信号線セレクタ６は、液晶パネル２の短辺側に配
置されている。すなわち、表示制御装置５および信号線セレクタ６は、信号線ＳＬ（０）
～ＳＬ（ｐ）および共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）と直交する方向に延在している。後
で図６を用いて説明するが、信号線セレクタ６は、液晶パネル２と同じ基板に形成されて
おり、信号線ＳＬ（０）～ＳＬ（ｐ）および共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）のそれぞれ
は、信号線セレクタ６に接続されており、表示制御装置５から出力される画像信号および
駆動信号は、信号線セレクタ６を介して液晶パネル２の信号線ＳＬ（０）～ＳＬ（ｐ）お
よび共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）に供給されている。ここで、表示制御装置５から信
号線セレクタ６へ供給される信号は、画像信号と、駆動信号と、選択信号である。液晶パ
ネル２は、カラー表示を行うため、表示制御装置５から信号線セレクタ６へ供給される画
像信号は、３原色に相当するＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の画像信号であり、同図では
Ｒ／Ｇ／Ｂとして示されている。また、同図では、駆動信号はＴｘ（０）～Ｔｘ（ｐ）と
して示され、選択信号はＳＥＬ１、ＳＥＬ２として示されている。
【００４９】
　信号線ＳＬ（０）～ＳＬ（ｐ）のそれぞれは、ガラス基板であるＴＦＴ基板３００の一
主面に形成されている。図３に示したモジュールにおいては、１個の共通電極（例えば、
共通電極ＴＬ（０））に対して、複数の信号線（例えば、信号線ＳＬ（０）０、ＳＬ（０
）１）が対応しており、それぞれの信号線ＳＬ（０）０、ＳＬ（０）１は、画像信号Ｒ、
Ｇ、Ｂに対応する３個の信号線を含んでいる。図３（Ｂ）には、信号線ＳＬ（０）０に含
まれる画像信号Ｒ、Ｇ、Ｂに対応する信号線ＳＬ（０）０（Ｒ）、ＳＬ（０）０（Ｇ）、
ＳＬ（０）０（Ｂ）と、信号線ＳＬ（１）に含まれる画像信号Ｒ、Ｇ、Ｂに対応する信号
線ＳＬ（１）０（Ｒ）、ＳＬ（１）０（Ｇ）、ＳＬ（１）０（Ｂ）とが示されている。
【００５０】
　ここで、本明細書で用いている、信号線の表記方法について説明をしておく。信号線Ｓ
Ｌ（０）０（Ｒ）および信号線ＳＬ（１）０（Ｒ）を例にして説明すると、先ず（）内の
数字は、対応する共通電極の番号を示しており、次の数字は、対応する共通電極における
画素の番号を示しており、（）内の英字は、画素の三原色（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を示している。
すなわち、信号線ＳＬ（０）０（Ｒ）は、共通電極ＴＬ（０）に対応した信号線であり、
０番目の画素で、三原色の赤に対応した画像信号を伝達する信号線を示している。同様に
、信号線ＳＬ（１）０（Ｒ）は、共通電極ＴＬ（０）の隣に配置されたところの共通電極
ＴＬ（１）に対応した信号線であり、０番目の画素で、三原色の赤に対応した画像信号を
伝達する信号線を示している。そのため、図３（Ｂ）に示しているＳＬ（１）１（Ｒ）お
よびＳＬ（１）１（Ｇ）のそれぞれは、共通電極ＴＬ（１）に対応した信号線であり、１
番目の画素の三原色の赤および緑に対応した画像信号を伝達する信号線を表していること
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になる。
【００５１】
　図３（Ｂ）には、画像信号Ｒ、Ｇ、Ｂに対応する信号線ＳＬ（０）０（Ｒ）、ＳＬ（０
）０（Ｇ）、ＳＬ（０）０（Ｂ）等の一主面と、ＴＦＴ基板３００の一主面には、さらに
絶縁層３０１が形成され、絶縁層３０１上に共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）が形成され
ている。これらの共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）のそれぞれには、補助電極ＳＭが形成
され、補助電極ＳＭは、共通電極と電気的に接続され、共通電極の電気抵抗の低減を図っ
ている。共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）と補助電極ＳＭの上面には、絶縁層３０２が形
成され、絶縁層３０２の上面には画素電極ＬＤＰが形成されている。図３（Ｂ）において
、ＣＲ、ＣＢ、ＣＧのそれぞれは、カラーフィルタであり、カラーフィルタＣＲ（赤）、
ＣＧ（緑）、ＣＢ（青）と絶縁層３０２との間には液晶層３０３が挟まれている。ここで
、画素電極ＬＤＰは、走査線と信号線との交点に設けられており、各画素電極ＬＤＰの上
方に、それぞれの画素電極ＬＤＰに対応したカラーフィルタＣＲ、ＣＧあるいはＣＢが設
けられている。各カラーフィルタＣＲ、ＣＧ、ＣＢ間にはブラックマトリクスＢＭが設け
られている。
【００５２】
　図４は、検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）と共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）との関係
を示す模式図である。図４（Ａ）に示すように、カラーフィルタＣＲ、ＣＧ、ＣＢの上方
面には、ガラス基板であるＣＦガラス基板４００が設けられ、ＣＦガラス基板４００の上
方面に、検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）が形成されている。さらに、検出電極ＲＬ（０
）～ＲＬ（ｐ）の上方には偏光板４０１が形成されている。なお、ここでは、図４（Ａ）
に示すように、同図において上側から目視される場合を例にしているため、上方面として
述べているが、目視の方向が変わることにより、上方面は、下方面あるいは側方面となる
ことは言うまでもない。また、図４（Ａ）においては、検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）
と共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）との間に形成される容量素子の電極が破線で描かれて
いる。
【００５３】
　図３（Ａ）および図４（Ｃ）に示すように、信号線ＳＬ（０）～ＳＬ（ｐ）および共通
電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）のそれぞれは、縦方向、すなわち長辺方向に延在し、横方向
、すなわち短辺方向に並列に配置されている。これに対して、検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ
（ｐ）は、図４（Ｂ）に示すように、ＣＦガラス基板４００に設けられ、共通電極ＴＬ（
０）～ＴＬ（ｐ）と交差するように配置されている。すなわち、図４（Ｂ）において、横
方向（短辺）に延在し、縦方向（長辺）に並列的に配置されている。この検出電極ＲＬ（
０）～ＲＬ（ｐ）のそれぞれからの検出信号Ｒｘ（０）～Ｒｘ（ｐ）は、タッチ制御装置
７へ供給される。
【００５４】
　平面視で見た場合、図３（Ａ）に示すように、信号線ＳＬ（０）～ＳＬ（ｐ）と共通電
極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）は、平行して、延在していると見なすことができる。なお、こ
こで「平行して」とは、互いに一端から他端に亘るまで交わることなく延在することをい
うのであって、一方の線の一部又は全部が他方の線に対して傾いた状態で設けられていた
としても、これらの線が一端から他端まで交わるものでなければ、この状態を「平行であ
る」とする。
【００５５】
　また、信号線セレクタ６および表示制御装置５を基点として、共通電極ＴＬ（０）～Ｔ
Ｌ（ｐ）の配置を捉えた場合、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）のそれぞれは、基点であ
る信号線セレクタ６および表示制御装置５から遠ざかる方向に延在していると見なすこと
ができる。この場合、信号線ＳＬ（０）～ＳＬ（ｐ）も、基点である信号線セレクタ６お
よび表示制御装置５から遠ざかる方向に延在していると見なすことができる。
【００５６】
　なお、図４（Ａ）では、図３（Ｂ）に示した信号線および画素電極ＬＤＰは省略されて
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いる。
【００５７】
　（モジュールの全体構成）
　図５は、タッチ検出機能付き液晶表示装置１を実装したモジュール５００の全体構成を
示す図である。モジュール５００は、図３で説明したＴＦＴ基板３００の領域５０１と、
図４で説明したＴＦＴ基板３００とＣＦガラス基板４００とを有する領域５０２とを含ん
でいる。モジュール５００において、ＴＦＴ基板３００は一体となっており、領域５０１
と領域５０２とにおいて共通となっており、領域５０２には、図４に示したように、ＴＦ
Ｔ基板３００の上方面に、ＣＦガラス基板４００、検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）およ
び偏光板４０１等が、さらに形成されている。
【００５８】
　この領域５０２には、モジュール５００の長辺方向に沿って、図１に示したゲートドラ
イバ８が実装されている。この実施の形態においては、複数の共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ
（ｐ）を挟む状態で、モジュール５００の２つの長辺方向に沿ってゲートドライバ８が実
装されている。この場合、図１において説明した走査線は、モジュールの短辺方向に沿っ
て延在し、長辺方向に並列に配置されており、ゲートドライバ８に接続されている。また
、領域５０２には、先に説明した信号線セレクタ６が実装されている。この実施の形態１
においては、信号線セレクタ６は、モジュール５００の短辺に沿って延在するように実装
されている。一方、領域５０１には、表示制御装置５が実装されている。図５には、表示
パネル２に含まれている共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）が明示されており、それぞれの
共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）には、信号線セレクタ６を介して表示制御装置５から駆
動信号Ｔｘ（０）～Ｔｘ（ｐ）が供給される。また、ゲートドライバ８には、走査信号Ｖ
ｓ０～Ｖｓｐを形成するために、表示制御装置５からタイミング信号が供給される。図５
では、ＣＦガラス基板４００の領域が、二点破線で囲むように描かれている。この実施の
形態においては、ＣＦガラス基板４００の領域に、ゲートドライバ８および信号線セレク
タ６が形成されているが、これに限定されるものではない。
【００５９】
　図４において説明した検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）は、モジュール５００の長辺と
表示パネル２の長辺との間に配置された配線を介して、フレキシブルケーブルＦＢ１に接
続されている。当該フレキシブルケーブルＦＢ１には、図１で説明したタッチ制御装置７
が実装されており、フレキシブルケーブルＦＢ１内の配線を介して、タッチ制御装置７に
検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）における検出信号Ｒｘ（０）～Ｒｘ（ｐ）が供給される
。また、領域５０１には、フレキシブルケーブルＦＢ２が接続されており、表示制御装置
５の端子はフレキシブルケーブルＦＢ２内の配線に接続されている。
【００６０】
　さらに、フレキシブルケーブルＦＢ２には、コネクタＣＮが実装されている。このコネ
クタＣＮを介して、フレキシブルケーブルＦＢ１とＦＢ２とは電気的に接続されている。
このコネクタＣＮを介して、表示制御装置５とタッチ制御装置７との間で複数の信号の送
受信が行われる。図５には、この送受信される複数の信号のうち、領域指定信号ＴｘＣｏ
ｎｔ、共通駆動信号ＥｘＶｃｏｍおよびタッチ－表示同期信号ＴＳＨＤのみが示されてい
る。すなわち、モジュール５００は、領域５０２および領域５０１以外に、フレキシブル
ケーブルＦＢ１、そのフレキシブルケーブルＦＢ１に実装されたタッチ制御装置７、フレ
キシブルケーブルＦＢ２およびコネクタＣＮを具備している。
【００６１】
　この実施の形態１においては、特に制限されないが、表示制御装置５およびタッチ制御
装置７のそれぞれは、１個の半導体集積回路装置によって構成されている。この場合、表
示制御装置５を構成する半導体集積回路装置は、Ｃｈｉｐ　Ｏｎ　Ｇｌａｓｓ（ＣＯＧ）
として形成する。また、信号線セレクタ６およびゲートドライバ８のそれぞれも、半導体
集積回路装置によって構成してもよい。この場合も、これらの半導体集積回路装置は、Ｃ
ＯＧとして形成してもよい。
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【００６２】
　図５において、液晶パネル２の４辺に示したＲ、Ｇ、Ｂは、１つの画素を構成する副画
素を示している。
【００６３】
　＜液晶素子配列＞
　図６は、液晶パネル２の回路構成を示す回路図である。同図において、一点鎖線で示し
た複数個のＳＰｉｘのそれぞれは、１個の液晶表示素子を示している。液晶表示素子ＳＰ
ｉｘは、液晶パネル２において、行列状に配置され、液晶素子配列ＬＣＤを構成している
。液晶素子配列ＬＣＤは、各行に配置され、行方向に延在する複数の走査線ＧＬ０～ＧＬ
ｐと、各列に配置され、列方向に延在する信号線ＳＬ（０）０（Ｒ）、ＳＬ（０）０（Ｇ
）、ＳＬ（０）０（Ｂ）～ＳＬ（ｐ）ｐ（Ｒ）、ＳＬ（ｐ）ｐ（Ｇ）、ＳＬ（ｐ）ｐ（Ｂ
）とを具備している。また、液晶素子配列ＬＣＤは、各列に配置され、列方向に延在する
共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）を有している。図６には、走査線ＧＬ０～ＧＬ２と、信
号線ＳＬ（０）０（Ｒ）、ＳＬ（０）０（Ｇ）、ＳＬ（０）０（Ｂ）～ＳＬ（１）０（Ｒ
）、ＳＬ（１）０（Ｇ）、ＳＬ（１）０（Ｂ）と、共通電極ＴＬ（０）、ＴＬ（１）に関
する液晶素子配列の部分が示されている。
【００６４】
　図６においては、説明を容易にするために、共通電極ＴＬ（０）、ＴＬ（１）が、それ
ぞれの列に配置されているように、示されているが、図３（Ａ）および（Ｂ）において説
明したように、複数の信号線に対して１個の共通電極が配置されているものと理解された
い。勿論、図６に示すように、液晶素子配列ＬＣＤのそれぞれの列に共通電極を配置して
もよい。いずれにおいても、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）のそれぞれは、信号線と平
行するように、液晶素子配列ＬＣＤの列に配置されている。
【００６５】
　液晶素子配列ＬＣＤの行と列の交点に配置されたそれぞれの液晶表示素子ＳＰｉｘは、
ＴＦＴガラス基板３００に形成された薄膜トランジスタＴｒと、薄膜トランジスタＴｒの
ソースに一方の端子が接続された液晶素子ＬＣとを具備している。液晶素子配列ＬＣＤに
おいて、同じ行に配置された複数の液晶表示素子ＳＰｉｘの薄膜トランジスタＴｒのゲー
トは、同じ行に配置されている走査線に接続され、同じ列に配置された複数の液晶表示素
子ＳＰｉｘの薄膜トランジスタＴｒのドレインは、同じ列に配置された信号線に接続され
ている。言い換えるならば、複数の液晶表示素子ＳＰｉｘが、行列状に配置され、各行に
は、走査線が配置され、走査線には、対応する行に配置された複数の液晶表示素子ＳＰｉ
ｘが接続されている。また、各列には信号線が配置され、信号線には、対応する列に配置
された液晶表示素子ＳＰｉｘが接続されている。また、同じ列に配置された複数の液晶表
示素子ＳＰｉｘの液晶素子ＬＣの他端は、列に配置された共通電極に接続されている。
【００６６】
　図６に示した例で説明すれば、同図において、最上段の行に配置された複数の液晶表示
素子ＳＰｉｘのそれぞれの薄膜トランジスタＴｒのゲートは、最上段の行に配置された走
査線ＧＬ０に接続されている。また、同図において、最も左側の列に配置された複数の液
晶表示素子ＳＰｉｘのそれぞれの薄膜トランジスタＴｒのドレインは、最も左側の列に配
置された信号線ＳＬ（０）０（Ｒ）に接続されている。また、最も左側に列に配置された
複数の液晶表示素子ＳＰｉｘのそれぞれの液晶素子の他端は、図６においては、最も左側
に配置された共通電極ＴＬ（０）に接続されている。先にも述べたように、１個の共通電
極が、複数の信号線に対応している。そのため、図６に示した例では、共通電極ＴＬ（０
）は、３列に対して共通の共通電極となっていると見なすことができる。
【００６７】
　１個の液晶表示素子ＳＰｉｘが、先に述べた１個の副画素（サブ画素）に対応する。従
って、３個の液晶表示素子ＳＰｉｘによって、Ｒ、Ｇ、Ｂの３原色の副画素が構成される
。図６では、同じ行に、連続的に配置された３個の液晶表示素子ＳＰｉｘによって、１つ
の画素Ｐｉｘが形成され、当該画素Ｐｉｘにてカラーが表現されるものとなる。すなわち
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、図６において、６００Ｒとして示されている液晶表示素子ＳＰｉｘが、Ｒ（赤）の副画
素ＳＰｉｘ（Ｒ）とされ、６００Ｇとして示されている液晶表示素子ＳＰｉｘが、Ｇ（緑
）の副画素ＳＰｉｘ（Ｇ）とされ、６００Ｂとして示されている液晶表示素子ＳＰｉｘが
、Ｂ（青）の副画素ＳＰｉｘ（Ｂ）とされる。そのために、６００Ｒとして示されている
副画素ＳＰｉｘ（Ｒ）には、カラーフィルタとして赤色のカラーフィルタＣＲが設けられ
ており、６００Ｇの副画素ＳＰｉｘ（Ｇ）には、カラーフィルタとして青色のカラーフィ
ルタＣＧが設けられており、６００Ｂの副画素ＳＰｉｘ（Ｂ）には、カラーフィルタとし
て緑色のカラーフィルタＣＢが設けられている。
【００６８】
　また、１つの画素を表す信号のうち、Ｒに対応する画像信号が、信号線セレクタ６から
、信号線ＳＬ（０）０（Ｒ）に供給され、Ｇに対応する画像信号が、信号線セレクタ６か
ら、信号線ＳＬ（０）０（Ｇ）に供給され、Ｂに対応する画像信号が、信号線セレクタ６
から、信号線ＳＬ（０）０（Ｂ）に供給される。
【００６９】
　各液晶表示素子ＳＰｉｘにおける薄膜トランジスタＴｒは、特に制限されないが、Ｎチ
ャンネル型のトランジスタである。走査線ＧＬ０～ＧＬｐには、例えばこの順番で順次ハ
イレベルとなるパルス状の走査信号Ｖｓ０～Ｖｓｐ（図１）が、ゲートドライバ８から供
給される。すなわち、液晶素子配列ＬＣＤにおいて、上段の行に配置された走査線ＧＬ０
から下段の行に配置された走査線ＧＬｐに向かって、走査線の電圧が、順次ハイレベルと
なる。これにより、液晶素子配列ＬＣＤにおいて、上段の行に配置された液晶表示素子Ｓ
Ｐｉｘから下段の行に配置された液晶表示素子ＳＰｉｘに向かって、液晶表示素子ＳＰｉ
ｘにおける薄膜トランジスタＴｒが、順次オン状態となる。薄膜トランジスタＴｒがオン
状態となることにより、そのとき信号線に供給されている画素信号が、オン状態の薄膜ト
ランジスタを介して、液晶素子ＬＣに供給される。液晶素子ＬＣに供給された画素信号の
値に従って、液晶素子ＬＣにおける電界が変化し、その液晶素子ＬＣを透過する光の変調
が変わる。これにより、走査線ＧＬ０～ＧＬｐに供給する走査信号Ｖｓ０～Ｖｓｐに同期
して、信号線ＳＬ（０）０（Ｒ）、ＳＬ（０）０（Ｇ）、ＳＬ（０）０（Ｂ）～ＳＬ（ｐ
）ｐ（Ｒ）、ＳＬ（ｐ）ｐ（Ｇ）、ＳＬ（ｐ）ｐ（Ｂ）に供給した画像信号に応じたカラ
ー画像が、液晶パネル２に表示されることになる。
【００７０】
　ここで、図３および図５に示したモジュールの配置と、図６に示した回路図との対応を
述べておくと、次のようになる。液晶素子配列ＬＣＤは行に沿った２つの辺と列に沿った
２つの辺とを有している。行に沿った２つの辺のうちの一方の辺に、図３および図５にお
いて示した信号線セレクタ６および表示制御装置５は、配置される。すなわち、図６にお
いて、下側で、横方向に延在するように、信号線セレクタ６は、配置され、さらに信号線
セレクタ６の下側に表示制御装置５が配置される。また、図５に示したゲートドライバ８
は、液晶素子配列ＬＣＤの２つの列に沿った２辺にそれぞれ配置される。
【００７１】
　１個の画素を構成する副画素の数が、３個の場合を説明したが、これに限定されるもの
ではなく、例えば上記ＲＧＢに加えて白（Ｗ）や黄色（Ｙ）、又はＲＧＢの補色（シアン
（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ））のいずれか１色又は複数色を加えた副画素で
１つの画素としてもよい。
【００７２】
　＜信号線セレクタおよび駆動回路の構成＞
　図７は、図１に示した信号線セレクタ６および駆動回路１０の回路構成を示す回路図で
ある。図７には、液晶パネル２の一部も模式的に示されている。この図７において、液晶
パネル２、信号線セレクタ６および駆動回路１０の配置は、実際の配置に合わせて描かれ
ている。
【００７３】
　この実施の形態１においては、タッチ－表示同期信号ＴＳＨＤによってタッチ検出の動
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作が指示されたとき、タッチ制御装置７は、検出領域情報ＤＩ（図１）に基づいて、複数
の共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）から指定された共通電極を選択する駆動領域指定信号
ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）と、周期的に電圧値が変化する共通駆動信号Ｅ
ｘＶｃｏｍを出力する。すなわち、図１に示した駆動領域指定部１８が、検出領域情報Ｄ
Ｉに基づいて、タッチを検出する領域に対応する駆動領域指定信号をハイレベルにし、タ
ッチを検出しない領域に対応する駆動領域指定信号をロウレベルにする。また、図１に示
した駆動信号発生部１７が、検出タイミング制御部１９からのタイミング信号に応答して
、周期的に変化する共通駆動信号ＥｘＶｃｏｍを発生する。
【００７４】
　駆動回路１０に含まれている駆動電極ドライバ１２（図１）は、複数の単位駆動電極ド
ライバ（単位駆動電極駆動部）ＴＤＵ（０）～ＴＤＵ（ｐ）を具備している。ここで、単
位駆動電極ドライバＴＤＵ（０）～ＴＤＵ（ｐ）の数は、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ
）の数に対応しており、単位駆動電極ドライバＴＤＵ（０）～ＴＤＵ（ｐ）のそれぞれの
出力は、対応する共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）に電圧配線ＣＴＬ（０）～ＣＴＬ（ｐ
）を介して電気的に接続されている。図７には、これらの単位駆動電極ドライバＴＤＯ（
０）～ＴＤＵ（ｐ）のうち、２つの単位駆動電極ドライバＴＤＵ（ｎ）、ＴＤＵ（ｎ＋１
）が示されている。これに合わせて、共通電極および電圧配線も、単位駆動電極ドライバ
ＴＤＵ（ｎ）、ＴＤＵ（ｎ＋１）に対応する共通電極ＴＬ（ｎ）、ＴＬ（ｎ＋１）および
電圧配線ＣＴＬ（ｎ）、ＣＴＬ（ｎ＋１）が示されている。
【００７５】
　実施の形態１においては、図７において横方向（液晶素子配列ＬＣＤにおいて、行方向
）に配置された４個の画素に対して１個の共通電極が配置されている。図７に記載されて
いる「Ｒ」、「Ｇ」、「Ｂ」のそれぞれは、副画素ＳＰｉｘを示している。従って、共通
電極ＴＬ（ｎ）は、図７において左側から４組の「Ｒ」、「Ｇ」、「Ｂ」に対して対応し
ており、同図において、縦方向（液晶素子配列において、列方向）に延在している。同様
に、共通電極ＴＬ（ｎ＋１）は、図７において右側の４組の「Ｒ」、「Ｇ」、「Ｂ」に対
応しており、縦方向（列方向）に延在している。これらの共通電極ＴＬ（ｎ）、ＴＬ（ｎ
＋１）は、電圧配線ＣＴＬ（ｎ）、ＣＴＬ（ｎ＋１）を介して単位駆動電極ドライバＴＤ
Ｕ（ｎ）、ＴＤＵ（ｎ＋１）の出力に接続されている。
【００７６】
　単位駆動電極ドライバＴＤＵ（０）～ＴＤＵ（ｐ）のそれぞれは、互いに同じ構成にさ
れている。単位駆動電極ドライバＴＤＵ（ｎ）を例にすると、単位駆動電極ドライバＴＤ
Ｕは、電圧配線ＶＣＯＭＤＣと電圧配線ＣＴＬ（ｎ）との間に並列接続されたスイッチ（
第１スイッチ）Ｓ４０～Ｓ４５と、電圧配線ＴＳＶＣＯＭと電圧配線ＣＴＬ（ｎ）との間
に並列接続されたスイッチ（第２スイッチ）Ｓ５０～Ｓ５５と、ロジック回路（制御回路
）ＬＧとを有している。ロジック回路ＬＧは、タッチ検出期間を示すタッチ制御信号ＶＣ
ＯＭＳＥＬとタッチ制御装置７から供給される駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ）とを
受け、スイッチＳ４０～Ｓ４５と、スイッチＳ５０～Ｓ５５とを相補的にオン／オフする
スイッチ制御信号を出力する。
【００７７】
　ロジック回路ＬＧに供給される駆動領域指定信号は、単位駆動電極ドライバＴＤＵ（０
）～ＴＤＵ（ｐ）毎に異なっている。すなわち、単位駆動電極ドライバに含まれるロジッ
ク回路ＬＧには、その単位駆動電極ドライバが対応する共通電極を選択する際にハイレベ
ルとなる駆動領域指定信号が供給されるようにする。例えば、図７において、共通電極（
ｎ＋１）を選択するとき、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ＋１）がハイレベルとなる
。そのため、この駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ＋１）は、単位駆動電極ドライバＴ
ＤＵ（ｎ＋１）のロジック回路ＬＧに入力される。
【００７８】
　ロジック回路ＬＧは、供給されているタッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬと駆動領域指定信
号ＴｘＣｏｎｔが、ともにハイレベルのとき、スイッチＳ５０～Ｓ５５のそれぞれをオン
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状態とし、スイッチＳ４０～Ｓ４５をオフ状態とする。一方、タッチ制御信号ＶＣＯＭＳ
ＥＬおよび駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔのいずれかがロウレベルの場合、ロジック回路
ＬＧは、スイッチＳ４０～Ｓ４５をオン状態とし、スイッチＳ５０～Ｓ５５をオフ状態と
する。
【００７９】
　駆動回路１０内の信号線ドライバ１１は、複数組の端子群ＳＰ１１～ＳＰ１６を有して
いる。それぞれの組の端子群ＳＰ１１～ＳＰ１６は、１つの共通電極に対応する複数の画
素の列、すなわち、行方向に配列された４個で、列方向に延在している複数の画素に対応
している。例えば、図７において、左側に示されている組の端子群ＳＰ１１～ＳＰ１６は
、共通電極ＴＬ（ｎ）に対応した複数の画素に対応している。これらの複数組の端子群Ｓ
Ｐ１１～ＳＰ１６には、制御部９から画像信号Ｓｎが、時分割で供給される。なお、図７
では、図面が複雑になるのを避けるために、画像信号Ｓｎを１個の信号として示している
が、実質的に同時に複数の画像信号を供給することが可能となるように、複数の信号線で
あると理解されるべきものである。
【００８０】
　また、端子群ＳＰ１１～ＳＰ１６は、テストの際に、制御部９から出力されるテスト信
号Ｔｓによりオン／オフ制御されるスイッチＳ３１、Ｓ３２、Ｓ３３を介してテスト信号
線Ｔｓ１、Ｔｓ２、Ｔｓ３に接続されている。テストの際には、テスト信号Ｔｓにより、
スイッチＳ３１、Ｓ３２、Ｓ３３がオン状態にされる。また、このときには、制御部９か
らテスト信号線Ｔｓ１、Ｔｓ２およびＴｓ３に適時ロウレベルが供給される。これにより
、テストの際に、液晶パネル２の信号線ＳＬ（０）～ＳＬ（ｐ）に適時ロウレベルを供給
することが可能となり、テストを行うことが可能となる。
【００８１】
　信号線セレクタ６は、制御部９からの選択信号ＳＥＬ１、ＳＥＬ２によってオン／オフ
制御される複数組のスイッチＳ１１、Ｓ１２およびスイッチＳ２１、Ｓ２２を有している
。スイッチＳ１１、Ｓ１２とスイッチＳ２１、Ｓ２２とは、表示パネル２に画像を表示す
る際、相補的にオン／オフするように制御される。すなわち、スイッチＳ１１とスイッチ
Ｓ１２とが、選択信号ＳＥＬ１によってオン状態にされているとき、スイッチＳ２１、Ｓ
２２は、制御信号ＳＥＬ２によってオフ状態とされる。反対に、スイッチＳ２１、Ｓ２２
がオン状態にされているとき、スイッチＳ１１、Ｓ１２はオフ状態とされる。
【００８２】
　時分割で、端子ＳＰ１１～ＳＰ１６へ供給された画像信号は、スイッチＳ１１、Ｓ１２
およびスイッチＳ２１、Ｓ２２によって、適切な信号線へ供給される。例えば、同図にお
いて最も左側に示した端子ＳＰ１１には、特定の１つの画素における副画素ＳＰｉｘ（Ｒ
）に供給されるべき画像信号と、当該１つの画素における副画素ＳＰｉｘ（Ｂ）に供給さ
れるべき画像信号とが、時分割で供給される。また、当該端子ＳＰ１１の隣の端子ＳＰ１
２には、当該１つの画素における副画素ＳＰｉｘ（Ｇ）に供給されるべき画像信号と、当
該１つの画素の右隣の画素における副画素ＳＰｉｘ（Ｒ）に供給されるべき画像信号とが
時分割で供給される。選択信号ＳＥＬ２によって、スイッチＳ２１とＳ２２とがオン状態
にされると共に、選択信号ＳＥＬ１によって、スイッチＳ１１とＳ１２とがオフ状態にさ
れると、端子ＳＰ１１に供給されている画像信号は、信号線ＳＬ（ｎ）０（Ｒ）に供給さ
れると共に、端子ＳＰ１２に供給されている画像信号は、スイッチＳ２２を介して信号線
ＳＬ（ｎ）０（Ｇ）に供給される。次に、選択信号ＳＥＬ１によって、スイッチＳ１１、
Ｓ１２がオン状態にされると共に、選択信号ＳＥＬ２によって、スイッチＳ２１とＳ２２
とがオフ状態にされると、端子ＳＰ１１に供給されている画像信号は、信号線ＳＬ（ｎ）
０（Ｂ）に供給され、同時に、端子ＳＰ１２に供給されている画像信号は、信号線ＳＬ（
ｎ）１（Ｒ）に供給される。
【００８３】
　これにより、信号線ＳＬ（ｎ）０（Ｒ）、ＳＬ（ｎ）０（Ｇ）、ＳＬ（ｎ）０（Ｂ）に
は、１画素に対応した３個の副画素の画像信号が供給されることになる。また、右隣の信
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号線ＳＬ（ｎ）１（Ｒ）にも、画像信号が供給されることになる。図５に示したように信
号線セレクタ６は、液晶パネル２に近接して配置されている。このように、時分割で画像
信号を、駆動回路１０から信号線セレクタ６に供給するようにしたことで、信号配線の数
を低減させることが可能となる。言い換えるならば、当該信号配線の幅を大きくし、当該
信号配線での画像信号の遅延を低減することが可能となる。
【００８４】
　なお、図７において、８－ｏおよび８－ｐは、ゲートドライバ８を構成する複数の単位
ゲートドライバの例を示している。単位ゲートドライバ８－ｏおよび８－ｐは、制御部９
からのタイミング信号を受けて、走査信号Ｖｓｏ、Ｖｓｐを発生し、走査線ＧＬｏ、ＧＬ
ｐへ供給する。また、図７では、図６において示した薄膜トランジスタＴｒと液晶素子Ｌ
Ｃが、左側の副画素ＳＰｉｘ（Ｒ）に示されている。
【００８５】
　＜タッチ検出動作＞
　図８（Ａ）～（Ｋ）は、実施の形態１に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置１の動
作を示すタイミング図である。以下、図１、図７および図８を主に用いて、このタッチ検
出機能付き液晶表示装置１の動作を説明する。
【００８６】
　タッチ検出機能付き液晶表示装置１は、２つの期間に分けて動作する。すなわち、液晶
パネル２に画像を表示する表示期間とタッチの検出を行うタッチ検出期間とに分けて動作
する。表示期間であるかタッチ検出期間であるかを示すタッチ－表示同期信号ＴＳＨＤが
、制御部９によって生成される。
【００８７】
　タッチ検出機能付き液晶表示装置１は、図８（Ｄ）に示すように、タッチ－表示同期信
号ＴＳＨＤがロウレベルのとき、表示期間として動作し、ハイレベルのとき、タッチ検出
期間として動作する。
【００８８】
　時刻ｔ１以前の表示期間において、制御部９は、交互にハイレベルとなる選択信号ＳＥ
Ｌ１、ＳＥＬ２を発生するとともに、画像信号Ｓｎを信号線ドライバ１１へ供給する。ま
た、このとき、制御部９は、ゲートドライバ８に対してタイミング信号を供給する。これ
により、ゲートドライバ８を構成する複数の単位ゲートドライバのうちの所定の単位ゲー
トドライバ（例えば、８－ｐ）からハイレベルへ変化する走査信号Ｖｓｐが走査線ＧＬｐ
へ供給される。これにより、走査線ＧＬｐに接続された複数の副画素ＳＰｉｘにおける薄
膜トランジスタＴｒがオン状態となる。このとき、信号線ドライバ１１の端子ＳＰ１１～
ＳＰ１６のそれぞれからは、時分割的に画像信号が出力され、信号線セレクタ６が、選択
信号ＳＥＬ１、ＳＥＬ２によって、時分割の画像信号を適切な信号線に供給している。そ
のため、信号線に供給されている画像信号は、走査線ＧＬｐに接続された複数の副画素Ｓ
Ｐｉｘにおける薄膜トランジスタＴｒを介して、液晶素子ＬＣに印加され、表示が行われ
る。このように、画像信号Ｓｎの供給、選択信号ＳＥＬ１、ＳＥＬによる選択、および走
査線ＧＬ０～ＧＬｐへハイレベルの走査信号を順次供給することにより、画像信号Ｓｎに
応じた画像が液晶パネル２に表示される。
【００８９】
　時刻ｔ１において、制御部９が、タッチ－表示同期信号ＴＳＨＤをロウレベルからハイ
レベルへ変化させる。これにより、タッチ検出動作が開始される。
【００９０】
　タッチ制御装置７の検出タイミング制御部１９は、タッチ－表示同期信号ＴＳＨＤがハ
イレベルとなることにより、駆動領域指定部１８および駆動信号発生部１７を動作させる
。駆動領域指定部１８は、端子Ｔｃに供給されている検出領域情報ＤＩに基づいて、タッ
チを検出する共通電極を指定する駆動領域指定ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）
を発生する。図８に示した例では、検出領域情報が、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）の
内、共通電極ＴＬ（ｎ＋１）を、タッチを検出する共通電極として指定している場合が示
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されている。そのため、駆動領域指定部１８は、この共通電極ＴＬ（ｎ＋１）に対応する
駆動領域指定ＴｘＣｏｎｔ（ｎ＋１）をハイレベルに変化させ、残りの駆動領域指定Ｔｘ
Ｃｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｎ）およびＴｘＣｏｎｔ（ｎ＋２）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ
）をロウレベルの状態で維持する（図８（Ｇ）～（Ｊ））。一方、駆動信号発生部１７は
、動作を開始することにより、図８（Ｅ）に示すように、周期的にハイレベルとなる共通
駆動信号ＥｘＶｃｏｍを発生する。
【００９１】
　制御部９は、次に、時刻ｔ２において、タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬをロウレベルか
らハイレベルへ変化させる。タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬがハイレベルとなることによ
り、駆動電極ドライバ１２を構成する複数の単位駆動電極ドライバの内、ハイレベルの駆
動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ＋１）が供給されている単位駆動電極ドライバＴＤＵ（
ｎ＋１）が動作を行う。すなわち、単位駆動電極ドライバＴＤＵ（ｎ＋１）におけるスイ
ッチＳ５０～Ｓ５５がオン状態となり、残りの単位駆動電極ドライバにおけるスイッチＳ
５０～Ｓ５５はオフ状態となる。なお、このとき、単位駆動電極ドライバＴＤＵ（ｎ＋１
）におけるスイッチＳ４０～Ｓ４５は、オフ状態となり、残りの単位駆動電極ドライバに
おけるスイッチＳ４０～Ｓ４５はオン状態となる。
【００９２】
　この実施の形態１においては、駆動信号発生部１７において発生した共通駆動信号Ｅｘ
Ｖｃｏｍは、駆動回路１０の電圧配線ＴＳＶＣＯＭに供給されている。そのため、電圧配
線ＴＳＶＣＯＭの電圧は、共通駆動信号ＥｘＶｃｏｍと同期して、図８（Ｆ）に示すよう
に変化する。また、駆動回路１０の電圧配線ＶＣＯＭＤＣには、接地電圧が供給されてい
る。
【００９３】
　そのため、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（Ｎ＋１）によって動作状態とされた単位駆
動電極ドライバＴＤＵ（ｎ＋１）からは、スイッチＳ５０～Ｓ５５および電圧配線ＣＴＬ
（ｎ＋１）を介して、電圧配線ＴＳＶＣＯＭにおいて周期的に変化している電圧が供給さ
れることになる。すなわち、共通駆動信号ＥｘＶｃｏｍが、駆動信号Ｔｘ（ｎ＋１）とし
て、単位駆動電極ドライバＴＤＵ（ｎ＋１）から出力される。一方、残りの単位駆動電極
ドライバにおいては、スイッチＳ４１～Ｓ４６がオン状態のため、電圧配線ＶＣＯＭＤＣ
における接地電圧が、これらのスイッチおよび電圧配線ＣＴＬを介して、対応する共通電
極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｎ）、ＴＬ（ｎ＋２）～ＴＬ（ｐ）に供給される。
【００９４】
　共通電極ＴＬ（ｎ＋１）には、電圧配線ＴＳＶＣＯＭを介して周期的に電圧が変化する
共通駆動信号ＥｘＶｃｏｍが、駆動信号Ｔｘ（ｎ＋１）として供給されることにより、こ
の駆動電極ＴＬ（ｎ＋１）と交差した検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）には、交差した位
置がタッチされているか否かに応じた電荷量の差が発生し、検出信号Ｒｘ（０）～Ｒｘ（
ｐ）として、タッチ制御装置７のタッチ検出信号増幅部１３に供給される。タッチ検出信
号増幅部１３で増幅された検出信号は、図１において説明したように、タッチされた位置
の座標情報として出力される。
【００９５】
　なお、時刻ｔ３において、制御部９は、タッチ－表示同期信号ＴＳＨＤおよびタッチ制
御信号ＶＣＯＭＳＥＬをロウレベルへ変化させる。これにより、時刻ｔ３以降は、表示動
作となる。時刻ｔ３で、制御部９は、画像信号Ｓｎを接地電圧ＧＮＤにし、時刻ｔ４にお
いて、選択信号ＳＥＬ１、ＳＥＬ２のそれぞれをハイレベルへ変化させる。これにより、
信号線ＳＬ（０）～ＳＬ（ｐ）のそれぞれは、接地電圧へリセットされ、以後は画像信号
Ｓｎに応じた画像を表示するように動作する。
【００９６】
　このようにして、指定（特定）した共通電極に対してのみ、共通駆動信号ＥｘＶｃｏｍ
を供給することで、任意の共通電極と交差する位置のみについて、タッチ検出を行うこと
が可能となる。また、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）は、画像信号を供給する信号線Ｓ
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Ｌ（０）０（Ｒ）～ＳＬ（ｐ）３（Ｂ）と同じ方向に延在している。すなわち、液晶素子
配列ＬＣＤにおいて、信号線が配置される列に沿って、共通電極も延在している。そのた
め、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）を駆動する駆動電極ドライバ１２は、信号線ＳＬ（
０）０（Ｒ）～ＳＬ（ｐ）３（Ｂ）を駆動する信号線ドライバ１１と同じ様に、液晶素子
配列ＬＣＤの行に沿った一方の辺に配置することが可能となる。言い換えるならば、図５
において、液晶パネル２の横側面とモジュールの横側面との間に、駆動電極ＴＬ（０）～
ＴＬ（ｐ）を駆動する駆動電極ドライバ１２を設けなくて済む。そのため、液晶パネル２
の横側面とモジュールの横側面との間の距離を短くすることが可能となる。
【００９７】
　モジュールは、例えば、図２０に示すような携帯電話（所謂スマートフォーン）に搭載
される。この場合、ディスプレイ２０００の部分に、液晶パネル２が表れるように搭載さ
れる。液晶パネル２の横側面とモジュールの横側面との間の距離を短くすることにより、
スマートフォーンの筐体２００１のディスプレイ２０００周囲の額縁領域を狭めることが
可能となる。あるいは、筐体２００１のサイズを同じにした場合には、ディスプレイ２０
００の拡大化を図ることが可能となる。なお、図２０において、２００２は、受話口を示
し、２００３は、送話口を示し、２００４～２００６は、操作ボタンを示している。勿論
、図２０に示したスマートフォーンの構成は一例であって、これに限定されるものではな
い。
【００９８】
　また、実施の形態１においては、タッチ制御装置７から出力される駆動領域指定信号Ｔ
ｘＶｃｏｍ（０）～ＴｘＶｃｏｍ（ｐ）は、電圧配線ＴＳＶＣＯＭに供給されている共通
駆動信号ＥｘＶｃｏｍを、駆動信号Ｔｘ（０）～Ｔｘ（ｐ）として、共通電極ＴＬ（０）
～ＴＬ（ｐ）へ供給するか否かを決める信号であり、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）を
充放電するための信号ではない。そのため、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～Ｔｘ
Ｃｏｎｔ（ｐ）の駆動能力は低くても、指定されている共通電極を充放電することが可能
となる。これにより、駆動電極ドライバ１２の小型化あるいは省電力化を図ることが可能
となる。なお、実施の形態１においては、共通駆動信号ＥｘＶｃｏｍが供給される配線Ｔ
ＳＶＯＭを電圧配線と称しているが、信号が供給されると言う観点で見た場合、配線ＴＳ
ＶＣＯＭは信号配線であると見なすこともできる。
【００９９】
　共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）は、信号線ＳＬ（０）０（Ｒ）～ＳＬ（ｐ）３（Ｂ）
と交差せず、同じ方向（列方向）に延在している。１つの共通電極と複数の信号線が交差
すると、当該共通電極には、複数の信号線との間で寄生容量が発生することになり、共通
電極の電圧を、駆動信号に従って変化させる際に、遅延が生じることが考えられる。実施
の形態１によれば、共通電極は、信号線とは交差せずに、平行して配置される。この場合
、例えば図３（Ａ）に示すように、平面視でみたとき、平行配置されている信号線と共通
電極との間に寄生容量が発生するが、複数の信号線と交差する場合に発生する寄生容量に
比べてその値を小さくすることが可能である。その結果として、共通電極の電圧変化の遅
延を低減することが可能である。
【０１００】
　さらに、図８（Ａ）および（Ｂ）に示したように、タッチ検出期間においては、選択信
号ＳＥＬ１、ＳＥＬ２がロウレベルにされている。これにより、タッチ検出期間において
は、信号線セレクタ６内のスイッチＳ１１、Ｓ１２、Ｓ２１、Ｓ２２がオフ状態とされて
いるため、信号線ＳＬ（０）０（Ｒ）～ＳＬ（ｐ）３（Ｂ）のそれぞれは、フローティン
グ状態となっている。これにより、共通電極の電圧変化の遅延を低減することが可能とな
る。
【０１０１】
　図１においては、端子Ｔｃを介して検出領域情報ＤＩを駆動領域指定部１８へ供給する
ようにしていたが、これに限定されない。例えば、端子Ｔｃを設けず、予め定めた共通電
極が、駆動領域指定部１８によって指定される様にしてもよい。
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【０１０２】
　また、図８では、１つの共通電極に対して、共通駆動信号ＥｘＶｃｏｍが、駆動信号と
して供給される例を示したが、これに限定されない。例えば互いに近接した複数の共通電
極が、駆動領域指定部１８によって指定されるようにしてもよい。このようにした場合、
図７に示した単位駆動電極ドライバＴＤＵ（ｎ）とＴＤＵ（ｎ＋１）のそれぞれから、共
通電極ＴＬ（ｎ）とＴＬ（ｎ＋１）に、共通駆動信号ＥｘＶｃｏｍが供給されることにな
る。所謂、束ね駆動となる。この場合には、実質的に同時に駆動される共通電極が複数と
なるため、共通電極によって発生する電界量を大きくすることが可能となり、タッチ検出
の精度を高くすることが可能となる。
【０１０３】
　さらに、駆動領域指定部１８は、共通電極を指定する駆動領域指定信号を出力した後、
その共通電極に隣接した共通電極を指定する駆動領域指定信号を出力するようにしてもよ
い。このためには、例えば、駆動領域指定部１８にカウンタを設け、検出領域情報ＤＩに
基づいた駆動領域指定信号を、カウンタにセットし、順次カウンタをカウントアップある
いはカウントダウンすることにより、順次、駆動領域指定信号を発生するようにすればよ
い。このようにすることにより、特定の位置に配置された共通電極に対して、共通駆動信
号ＥｘＶｃｏｍを供給した後、隣接する共通電極に、共通駆動信号ＥｘＶｃｏｍを供給す
ることが可能となる。すなわち、任意の共通電極から任意の共通電極まで、部分的に共通
駆動信号ＥｘＶｃｏｍを供給することが可能となり、任意の領域におけるタッチをスキャ
ンし、検出することが可能となる。
【０１０４】
　（実施の形態２）
　＜モジュールの全体構成＞
　図９は、実施の形態２に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置１を適用したモジュー
ルの構成を示す図である。図９は、図５に示したモジュールの構成と類似しているので、
ここでは相違点のみを主に説明する。
【０１０５】
　図５に示したモジュールにおいては、タッチ制御装置７から共通駆動信号ＥｘＶｃｏｍ
が、表示制御装置５へ供給されていた。これに対して、実施の形態２に係わるモジュール
においては、共通駆動信号ＥｘＶｃｏｍのハイレベルに相当する電圧を発生する電圧発生
回路が、モジュールに設けられる。この電圧発生回路は、表示制御装置５に内蔵してもよ
いし、表示制御装置５およびタッチ制御装置７とは別に用意し、モジュールに実装するよ
うにしてもよい。実施の形態２においては、指定された共通電極に供給される駆動領域指
定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）は、周期的にその電圧が変化し、指定さ
れた共通電極には、この周期的な電圧変化に同期して、電圧発生回路により発生された電
圧が、供給される。すなわち、指定された共通電極に供給される駆動信号の周期が、駆動
領域指定信号によって定められる。モジュールに実装されるタッチ制御装置および表示制
御装置の構成も、実施の形態１とは異なる。実施の形態２で用いられるタッチ制御装置１
０００および表示制御装置１１００の構成については、後で説明する。
【０１０６】
　＜タッチ制御装置の構成＞
　図１０は、実施の形態２において用いられるタッチ制御装置１０００の構成を示すブロ
ック図である。図１０には、図１で説明したタッチ制御装置７と異なる部分のみが主に示
されている。タッチ制御装置１０００は、図１において説明した検出信号処理部ＴＳと同
様な検出信号処理部を有しているが、その構成は図１において説明した検出信号処理部Ｔ
Ｓと同じであるため、図１０においては省略されている。
【０１０７】
　タッチ制御装置１０００は、図１において説明した駆動信号発生部１７および駆動領域
指定部１８を有しておらず、代わりに駆動領域指定部１００１、クロック発生部１００２
およびコード発生部１００３を具備している。図１０では、説明の都合上、タッチ－表示
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同期信号ＴＳＨＤに基づいて制御信号を発生する検出タイミング制御部１９も示されてい
る。
【０１０８】
　クロック発生部１００２は、検出タイミング制御部１９からの制御信号に基づいて、実
施の形態１において述べた共通駆動信号ＥｘＶｃｏｍに相当するクロック信号φ、／φを
発生する。このクロック信号φ、／φは、共通駆動信号ＥｘＶｃｏｍと同様に、周期的に
その電圧が変化するクロック信号である。但し、クロック信号φ、／φは、タッチを検出
する際に、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）に、駆動信号として供給されるクロック信号
ではないため、クロック発生部１００２の駆動能力は低くてよい。また、クロック信号／
φは、クロック信号φに対して位相が反転されたクロック信号であることを示している。
【０１０９】
　コード発生部１００３は、後で図１２および図１４を用いて説明するが、選択された共
通電極に供給される駆動信号をコード化するためのコードを発生する。例えば、このコー
ド発生部１００３に、コード化をするためのコードパターンが、予め格納される。
【０１１０】
　駆動領域指定部１００１は、クロック発生部１００２によって発生されたクロック信号
φ、／φと、端子Ｔｃからの検出領域情報ＤＩと、検出タイミング制御部１９からの制御
信号と、コード発生部１００３からのコードパターンとを受信し、駆動領域指定部１８（
図１）と同様に、タッチ検出期間において、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｍ（０）～ＴｘＣ
ｏｍ（ｐ）を出力する。この場合、駆動領域指定部１００１は、検出領域情報ＤＩによっ
て指定されている共通電極に対して、クロック発生部１００２から供給されているクロッ
ク信号φあるいはクロック信号／φを、駆動領域指定信号として供給する。一方、検出領
域情報ＤＩによって指定されていない共通電極に対して、駆動領域指定部１００１は、駆
動領域指定部１８と同様に、ロウレベルの電圧を、駆動領域指定信号として供給する。す
なわち、指定されている共通電極に対応する駆動領域指定信号は、タッチ検出期間の間、
クロック信号φあるいはクロック信号／φに同期して、電圧値が変化する。一方、指定さ
れていない共通電極に対応する駆動領域指定信号は、タッチ検出期間の間、ロウレベルと
なる。
【０１１１】
　指定された駆動領域に対応する駆動領域指定信号として、クロック信号φあるいはクロ
ック信号／φを供給するかは、コード発生部１００３から供給されるコードパターンによ
って決められる。
【０１１２】
　この実施の形態２においては、検出領域情報ＤＩによって、液晶パネル２に形成されて
いる共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）から、複数の共通電極が実質的に同時に指定され、
指定された複数の共通電極のそれぞれに、クロック信号φあるいは／φに同期した電圧が
供給される。
【０１１３】
　＜表示制御装置の構成＞
　図１１は、実施の形態２に係わる表示制御装置１の構成を示す回路図である。図１１に
は、実施の形態１において説明した図７と同様に、信号線セレクタ６、駆動回路１０の構
成が主に示されている。図１１に示した構成は、実施の形態１で説明した図７に類似して
いるので、ここでは主に相違点のみを説明する。勿論、図７と同様に、液晶パネル２、信
号線セレクタ６および駆動回路１０の配置は、実際の配置に合わせて描かれている。
【０１１４】
　図１１において、表示制御装置１１００は、実施の形態１において述べた共通駆動信号
ＥｘＶｃｏｍのハイレベルに相当する電圧を発生する電圧発生回路１１０１を具備してい
る。電圧発生回路１１０１は、発生した電圧を、駆動回路１０に設けられている電圧配線
ＴＳＶＣＯＭに供給する。図１１においては、電圧発生回路１１０１が、表示制御装置１
１００に設けられているが、既に述べたように、電圧発生回路１１０１は、表示制御装置
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１１００およびタッチ制御装置１０００とは、別にモジュールに搭載してもよい。
【０１１５】
　駆動電極ドライバ１２内の単位駆動電極ドライバＴＵＤ（０）～ＴＵＤ（ｐ）のそれぞ
れには、タッチ制御装置１０００から対応する駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～Ｔ
ｘＣｏｎｔ（ｐ）が供給される。
【０１１６】
　タッチ制御装置１０００における駆動領域指定部１００１（図１０）は、既に述べたよ
うに、タッチ検出期間において、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（
ｐ）のうち、指定しない共通電極に対応する駆動領域指定信号をロウレベルとし、指定す
る共通電極に対応する駆動領域指定信号をクロック信号φ、あるいはクロック信号／φに
同期した信号とする。これにより、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｎ）のうち、指定しない
共通電極には、その共通電極に対応する単位駆動電極ドライバ内のロジック回路ＬＧに、
タッチ検出期間の間、ロウレベルの駆動領域指定信号が供給される。これにより、単位駆
動電極ドライバ内のスイッチＳ４０～Ｓ４５が、タッチ検出期間の間、オン状態にされる
。その結果として、タッチ検出期間の間、指定されていない共通電極には、電圧配線ＶＣ
ＯＭＤＣに給電されている接地電圧が供給されることになる。
【０１１７】
　これに対して、指定されている共通電極に対応する駆動領域指定信号は、タッチ検出期
間の間、クロック信号φあるいは／φに同期して、周期的に電圧が変化する。これにより
、この駆動領域指定信号が供給される単位駆動電極ドライバ内のロジック回路ＬＧは、単
位駆動電極ドライバ内のスイッチＳ４０～Ｓ４５と、スイッチＳ５０～Ｓ５５とを、クロ
ック信号φあるいは／φに同期して、交互にオン／オフさせる。その結果として、指定さ
れている共通電極には、駆動電極ドライバ１２から、電圧配線ＴＳＶＣＯＭにおけるハイ
レベルの電圧と、電圧配線ＶＣＯＭＤＣに供給されているロウレベルの電圧とが、タッチ
検出期間の間、駆動信号として供給されることになる。
【０１１８】
　この実施の形態２においては、液晶パネル２に含まれている共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ
（ｐ）を充放電するためのハイレベルの電圧とロウレベルの電圧が、タッチ制御装置１０
００から供給されるのではなく、ハイレベルの電圧は、電圧発生回路１１０１によって発
生された電圧が用いられ、ロウレベルは、表示制御装置１１００内の電圧が用いられるこ
とになる。そのため、タッチ制御装置１０００から出力される信号の駆動能力は低くても
、遅延時間を長くなるのを抑制しながら、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）を充放電する
ことが可能となる。特に、実施の形態２においては、複数の共通電極が実質的に同時に駆
動される。この場合でも、それぞれの駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎ
ｔ（ｐ）の駆動能力は低くて済む。
【０１１９】
　＜コード化の原理＞
　次に、コード発生部１００３から出力されるコードによる駆動信号のコード化について
、原理を説明する。
【０１２０】
　図１２（Ａ）～（Ｃ）は、実施の形態２に適用するＣＤＭ（ＣＯＤＥ　Ｄｉｖｉｓｉｏ
ｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）駆動の原理を説明するための説明図である。ＣＤＭ駆動
においては、複数の駆動信号が、複数の共通電極に、実質的に同時に供給される。
【０１２１】
　図１２（Ａ）には、縦方向に延在し、横方向に並列に配置された共通電極ＴＬ（ｎ）～
ＴＬ（ｎ＋３）と、これらの共通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｎ＋３）と交差するように、横
方向に延在し、縦方向に並列的に配置された検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（３）とが示され
ている。平面視で見ているため、共通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｎ＋３）と検出電極ＲＬ（
０）～ＲＬ（３）とが重なって見えるが、共通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｎ＋３）と検出電
極ＲＬ（０）～ＲＬ（３）との間は、離間され、電気的に分離されている。また、同図に
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おいて、ＦＧは、指を示しており、この例では、共通電極ＴＬ（ｎ＋１）と検出電極ＲＬ
（０）との交差付近を指ＦＧがタッチしている状態を示している。共通電極ＴＬ（ｎ）～
ＴＬ（ｎ＋３）には、駆動信号Ｔｘ（ｎ）～Ｔｘ（ｎ＋３）が、実質的に同時に供給され
、検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（３）からは、検出信号Ｒｘ（０）～Ｒｘ（３）が、実質的
に同時に出力される。
【０１２２】
　図１２（Ｂ）には、駆動信号Ｔｘ（ｎ）～Ｔｘ（ｎ＋３）をコード化する際に用いるコ
ードが、行列（１）で示されている。行列（１）は、４行Ｒ１～Ｒ４×４列Ｃ１～Ｃ４の
行列であり、駆動信号Ｔｘ（ｎ）～Ｔｘ（ｎ＋３）は、この行列（１）に従って変調され
る。変調において、行列（１）における各行Ｒ１～Ｒ４は、駆動信号Ｔｘ（ｎ）～Ｔｘ（
ｎ＋３）のそれぞれに対応し、駆動信号を変調させる係数を示している。駆動信号を変調
させる係数は、時間の経過に沿って、同図において列方向Ｃ１からＣ４へ変化する。すな
わち、行列（１）において、第１行目の行Ｒ１にある数値（－１、１、１、１）は、対応
する駆動信号Ｔｘ（ｎ）の係数であり、時間の経過に沿って、駆動信号Ｔｘ（ｎ）に与え
られる係数が、－１（列Ｃ１）、１（列Ｃ２）、１（列Ｃ３）、１（列Ｃ４）の順に変わ
る。同様に、行列（１）の行Ｒ２にある数値は、駆動信号Ｔｘ（ｎ＋１）の係数であり、
時間の経過に沿って、係数の値が、列Ｃ１から列Ｃ４の方向へ変わり、行Ｒ３の数値は、
駆動信号Ｔｘ（ｎ＋２）の係数であり、列Ｃ１から列Ｃ４の方向へ順に変わり、行Ｒ４の
数値は、駆動信号Ｔｘ（ｎ＋３）の係数であり、列Ｃ１から列Ｃ４の方向へ順に変わる。
コード化の際、すなわち変調の際には、行列（１）における係数に従って、駆動信号Ｔｘ
（ｎ）～Ｔｘ（ｎ＋３）のそれぞれの電圧変化の方向が変更される。
【０１２３】
　図１２（Ｃ）には、行列（１）に従って変調された駆動信号Ｔｘ（ｎ）～Ｔｘ（ｎ＋３
）の電圧変化が示されている。また、図１２（Ｃ）の下側には、検出電極ＲＬ（０）にお
ける検出信号Ｒｘ（０）の電圧変化が示されている。図１２（Ｃ）において、横軸は時間
を示している。時刻ｔ１１においては、列Ｃ１における係数（－１、１、１、１）に従っ
て、対応する駆動信号Ｔｘ（ｎ）～Ｔｘ（ｎ＋３）の電圧変化の方向が定められる。以下
同様にして、時刻ｔ１２においては、列Ｃ２における係数（１、－１、１、１）に従って
、駆動信号Ｔｘ（ｎ）～Ｔｘ（ｎ＋３）の電圧変化の方向が定められ、時刻ｔ１３におい
ては、列Ｃ３における係数（１、１、―１、１）に従って、駆動信号Ｔｘ（ｎ）～Ｔｘ（
ｎ＋３）の電圧変化の方向が定められ、時刻ｔ１４においては、列Ｃ４における係数（１
、１、１、―１）に従って、駆動信号Ｔｘ（ｎ）～Ｔｘ（ｎ＋３）の電圧変化の方向が定
められる。ここで、電圧変化の方向は、係数が１の場合には、立ち上がる電圧波形とされ
、係数が－１の場合には、立ち下がる電圧波形とされる。
【０１２４】
　先に図２において述べたように、指ＦＧが共通電極と検出電極との交差点の近傍をタッ
チすると、共通電極に駆動信号を供給したとき、共通電極と検出電極との間の電荷量が、
減少する。ここでは、説明の都合上、指ＦＧがタッチしたことにより、電荷量が減少し、
検出電圧が０．２Ｖ減少するものとする。また、駆動信号の電圧変化が立ち上がる場合に
は、検出電極には１Ｖの検出信号が発生し、駆動信号の電圧変化が立ち下がる場合には、
検出電極に－１Ｖの検出電圧が発生するものとする。勿論、指ＦＧがタッチしている場合
は、電荷量が減少するため、駆動信号が立ち上がるときの検出電極の電圧は０．８Ｖ（１
－０．２Ｖ）となり、駆動信号が立ち下がるときの検出電極の電圧は－０．８Ｖ（－１＋
０．２Ｖ）となるものとする。
【０１２５】
　時刻ｔ１１においては、図１２（Ｃ）に示すように、共通電極ＴＬ（ｎ）に立ち下がる
電圧変化の駆動信号Ｔｘ（ｎ）が供給され、駆動信号ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｎ＋３）のそれ
ぞれには、立ち上がる電圧変化の駆動信号Ｔｘ（ｎ）～Ｔｘ（ｎ＋３）が供給される。こ
の場合には、検出電極ＲＬ（０）と共通電極ＴＬ（ｎ）、ＴＬ（ｎ＋２）、ＴＬ（ｎ＋３
）のそれぞれの交差部の近傍がタッチされていないため、共通電極ＴＬ（ｎ）と交差する
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部分における検出電極ＲＬ（０）の電圧値は、－１Ｖとなり、共通電極ＴＬ（ｎ＋２）お
よびＴＬ（ｎ＋３）のそれぞれと交差する部分における検出電極ＲＬ（０）の電圧値は、
１Ｖとなる。これに対して、検出電極ＲＬ（０）と共通電極ＴＬ（ｎ＋１）との交差部の
近傍はタッチされているため、共通電極ＴＬ（ｎ＋１）と交差する部分における検出電極
ＲＬ（０）の電圧値は、０．８Ｖとなる。そのため、時刻ｔ１１における検出電極ＲＬ（
０）で発生する検出信号Ｒｘ（０）：ｔ１１は、これらの合計電圧値となり、１．８Ｖと
なる。
【０１２６】
　以下同様にして、時刻ｔ１２では、行列（１）の列Ｃ２に示した係数に従った駆動信号
Ｔｘ（ｎ）～Ｔｘ（ｎ＋３）が、共通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｎ＋３）に供給され、時刻
ｔ１３では行列（１）の列Ｃ３に示した係数に従った駆動信号Ｔｘ（ｎ）～Ｔｘ（ｎ＋３
）が、共通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｎ＋３）に供給され、時刻ｔ１４では行列（１）の列
Ｃ４に示した係数に従った駆動信号Ｔｘ（ｎ）～Ｔｘ（ｎ＋３）が、共通電極ＴＬ（ｎ）
～ＴＬ（ｎ＋３）に供給される。これにより、検出電極ＲＬ（０）と共通電極ＴＬ（ｎ）
～ＴＬ（ｎ＋３）のそれぞれの交差部分における電圧は、図１２（Ｃ）において、時刻ｔ
１２～ｔ１３のように変化する。その結果、検出電極ＲＬ（０）に発生する検出信号Ｒｘ
（０）の電圧の合計電圧値は、Ｒｘ（０）：ｔ１２～Ｒｘ（０）：ｔ１４のように変化す
る。すなわち、合計電圧値は、２．２Ｖ、１．８Ｖ、１．８Ｖと変化する。
【０１２７】
　このようにして発生した検出電極ＲＬ（０）における検出信号Ｒｘ（０）の合計電圧値
Ｒｘ（０）：ｔ１１～Ｒｘ（０）：ｔ１４を、４行１列の配列（２）として表現する（図
１２（Ｂ））。この行列（２）と行列（１）との間で行列演算を実施することにより、行
列（３）が得られる（図１２（Ｂ））。行列（３）において、共通電極ＴＬ（ｎ＋１）に
対応する行Ｒ２の値が、他の行Ｒ１、Ｒ３、Ｒ４（共通電極ＴＬ（ｎ）、ＴＬ（ｎ＋２）
、ＴＬ（ｎ＋３）に対応）の値に比べて低くなっている。これにより、共通電極ＴＬ（ｎ
＋１）と検出電極ＲＬ（０）との交差部分の近傍がタッチされたことが検出される。すな
わち、合計電圧が低くなっているときに、係数が－１となっている駆動信号（この例では
、駆動信号Ｔｘ（ｎ＋１））に対応する共通電極（Ｔｌ（ｎ＋１））が、タッチされた共
通電極であり、合計電圧が低くなっている検出電極が、タッチされた検出電極（この例で
は、検出電極ＲＬ（０））として検出される。
【０１２８】
　また、行列（３）において、行Ｒ２の値は、３．２Ｖであり、他の行Ｒ１、Ｒ３、Ｒ４
のそれぞれの値は４．０Ｖとなる。タッチしたか否かにより、０．２Ｖ減少すると仮定し
ているが、その４倍に相当する０．８Ｖの電圧差を得ることができる。そのため、共通電
極に供給する駆動信号の電圧を高くしなくても、タッチしているか否かによって生じる電
圧差を大きくすることが可能となり、検出精度の向上を図ることが可能となる。
【０１２９】
　検出電極ＲＬ（０）を例にして説明したが、他の検出電極ＲＬ（１）～ＲＬ（３）のそ
れぞれについても、検出電極ＲＬ（０）と同様にして、時刻ｔ１１～ｔ１４でのそれぞれ
の合計電圧値を求める。すなわち、行列（１）に示した係数に従った駆動信号Ｔｘ（ｎ）
～Ｔｘ（ｎ＋３）が、時刻ｔ１１～ｔ１４において、順次、共通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（
ｎ＋３）へ供給されたとき、検出電極ＲＬ（１）～ＲＬ（３）のそれぞれにも、合計電圧
値を持つ検出信号Ｒｘ（１）～Ｒｘ（３）が発生する。検出電極ＲＬ（１）～ＲＬ（３）
のそれぞれについて、時刻ｔ１１～ｔ１４での合計電圧値を行列（２）で表し、行列（１
）との間で行列演算を行う。これにより、上記した検出電極ＲＬ（０）の場合と同様に、
検出電極ＲＬ（１）～ＲＬ（３）と共通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｎ＋３）との交差部分が
タッチされているか否かを検出することが可能となる。この場合、検出電極ＲＬ（１）～
ＲＬ（３）はタッチされていないため、行列演算により求めた電圧値は、４．０Ｖとなる
。この電圧値（４．０Ｖ）から、検出電極ＲＬ（１）～ＲＬ（３）は、タッチされていな
いことが判定される。
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【０１３０】
　＜タッチ検出動作＞
　図１０に示したコード発生部１００３は、図１２に示した行列（１）に相当する情報を
格納している。駆動領域指定部１００１は、検出領域情報ＤＩによって指定されている共
通電極に対応する駆動領域指定信号を出力するとき、図１２において説明した係数に従っ
てクロック信号φあるいは反転位相のクロック信号／φを、駆動領域指定信号として出力
する。すなわち、図１２において説明したように係数が１の場合には、例えばクロック信
号φを駆動領域指定信号として出力し、係数が－１の場合には、反転位相のクロック信号
／φを、駆動領域指定信号として出力する。
【０１３１】
　図１３（Ａ）～（Ｌ）は、実施の形態２に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置１の
動作を示すタイミング図である。図１３（Ａ）～（Ｄ）は、図８と同様であるため、これ
らの説明は省略する。また、図１３（Ｌ）は、図８（Ｋ）と同様であるため、説明を省略
する。さらに、表示期間における動作は、実施の形態１と実施の形態２とでは、同じであ
るため、ここでは省略する。
【０１３２】
　図１３（Ｅ）は、電圧発生回路１１０１により発生された電圧ＴＰＨを示している。こ
の電圧ＴＰＨは、実施の形態１で述べた共通駆動信号ＥｘＶｃｏｍのハイレベルに相当す
る電圧を有しており、表示期間およびタッチ検出期間において、電圧配線ＴＳＶＣＯＭに
供給されている。図１３（Ｆ）～（Ｋ）は、タッチ制御装置１０００によって出力される
駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）の電圧波形を示している。す
なわち、図１０に示した駆動領域指定部１００１によって形成された駆動領域指定信号Ｔ
ｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）の電圧波形である。
【０１３３】
　図１３では、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ）に対応する共通電極ＴＬ（ｎ）から
駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ＋３）に対応する共通電極ＴＬ（ｎ＋３）が、タッチ
検出の対象の領域として指定されている。一方、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）に
対応する共通電極ＴＬ（０）から駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ－１）に対応する共
通電極ＴＬ（ｎ－１）と、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ＋４）に対応する共通電極
ＴＬ（ｎ＋４）から駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）に対応する共通電極ＴＬ（ｐ）
は、タッチ検出の対象外の領域とされている。この場合、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ
（ｎ）～ＴｘＣｏｎｔ（ｎ＋３）は、図１２（Ｂ）に示した行列（１）によってコード化
が行われている。図１３（Ｇ）～（Ｊ）において、タッチ検出期間の波形は、図１２（Ｃ
）において、時刻ｔ１１のときの波形である。
【０１３４】
　図１３で、時刻ｔ１において、タッチ－表示同期信号ＴＳＨＤがハイレベルにされると
、これに応答して、制御部９が駆動領域指定部１００１（図１０）を動作させる。駆動領
域指定部１００１は、共通電極ＴＬ（ｎ）から共通電極ＴＬ（ｎ＋３）までの共通電極を
指示する検出領域情報ＤＩを端子Ｔｃから駆動領域指定部１００１（図１０）が受信する
ことにより、これらの共通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｎ＋３）を除く共通電極に対応した駆
動領域指定信号をロウレベルにする（図１３（Ｆ）、（ｋ））。また、駆動領域指定部１
００１は、コード発生部１００３からコード化のための係数を取り込み、取り込んだ係数
に従って、クロック発生部１００２からのクロック信号φあるいは反転位相のクロック信
号／φを、共通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｎ＋３）にそれぞれ対応する駆動領域指定信号Ｔ
ｘＣｏｎｔ（ｎ）～ＴｘＣｏｎｔ（ｎ＋３）として出力する。
【０１３５】
　図１３に示したタッチ検出期間には、図１２（Ｃ）において時刻ｔ１１のときの駆動領
域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ）～ＴｘＣｏｎｔ（ｎ＋３）の波形が示されている（図１３
（Ｇ）～（Ｊ））。すなわち、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ）は、反転位相のクロ
ック信号／φとされ、駆動電極ドライバ１２に供給される。これに対して、駆動領域指定
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信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ＋１）～ＴｘＣｏｎｔ（ｎ＋３）は、クロック信号φとされ、駆動
電極ドライバ１２に供給される。
【０１３６】
　図１３の時刻ｔ２において、表示制御装置１１００における制御部９が、タッチ制御信
号ＶＣＯＭＳＥＬをハイレベルにする。これにより、駆動回路１０（図１１）における単
位駆動電極ドライバＴＤＵ（０）～ＴＤＵ（ｐ）のうち、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ
（ｎ）～ＴｘＣｏｎｔ（ｎ＋３）を除く駆動領域指定信号を受信している単位駆動電極ド
ライバにおいては、ロジック回路ＬＧが、当該単位駆動電極ドライバ内のスイッチＳ４０
～Ｓ４５をオン状態とし、スイッチＳ５０～Ｓ５５をオフ状態とする。これにより、タッ
チ検出期間の間、共通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｎ＋３）を除く共通電極には、スイッチＳ
４０～Ｓ４５を介して接地電圧が供給されることになる。
【０１３７】
　一方、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ）～ＴｘＣｏｎｔ（ｎ＋３）を受信している
単位駆動電極ドライバＴＤＵ（ｎ）～ＴＤＵ（ｎ＋３）のそれぞれにおいては、駆動領域
指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ）～ＴｘＣｏｎｔ（ｎ＋３）の電圧変化に応じて、ロジック回
路ＬＧは、スイッチＳ４０～Ｓ４５あるいはスイッチＳ５０～Ｓ５５をオン／オフさせる
。これによって、単位駆動電極ドライバＴＤＵ（ｎ）～ＴＤＵ（ｎ＋３）に接続された共
通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｎ＋３）には、クロック信号φあるいは反転位相のクロック信
号／φに同期して、電圧配線ＶＣＯＭＤＣにおける接地電圧あるいは電圧配線ＴＳＶＣＯ
Ｍにおけるハイレベルの電圧ＴＰＨが周期的に供給される。
【０１３８】
　図１３（Ｇ）～（Ｊ）に示した例では、共通電極ＴＬ（ｎ）が、共通電極ＴＬ（ｎ＋１
）～ＴＬ（ｎ＋３）とは、逆位相の電圧によって駆動されている。すなわち、共通電極Ｔ
Ｌ（ｎ）に対応する単位駆動電極ドライバＴＤＵ（ｎ）におけるスイッチＳ４０～Ｓ４５
（あるいはＳ５０～Ｓ５５）がオン状態にされているとき、共通電極ＴＬ（ｎ＋１）～Ｔ
Ｌ（ｎ＋３）に対応する単位駆動電極ドライバＴＤＵ（ｎ＋１）～ＴＤＵ（ｎ＋３）にお
けるスイッチＳ４０～Ｓ４５（あるいはＳ５０～Ｓ５５）はオフ状態にされる。
【０１３９】
　この場合、共通電極ＴＬ（ｎ）には、電圧が立ち下がる駆動信号Ｔｘ（ｎ）が供給され
、共通電極ＴＬ（ｎ＋１）～ＴＬ（ｎ＋３）のそれぞれには、電圧が立ち上がる駆動信号
Ｔｘ（ｎ＋１）～Ｔｘ（ｎ＋３）が供給されていることになる。これにより、図１２にお
いて説明したように、駆動信号Ｔｘ（ｎ）は係数－１でコード化され、駆動信号Ｔｘ（ｎ
＋１）～Ｔｘ（ｎ＋３）のそれぞれは、係数１でコード化されていることになる。このよ
うにして、検出領域情報ＤＩに基づいて指定された複数の共通電極に対して、コード化さ
れた駆動信号が供給される。
【０１４０】
　図１３の時刻ｔ３から始まる表示期間に続く、次のタッチ検出期間において、駆動領域
指定部１００１がコード発生部１００３から取り込む係数が変わり、係数１の駆動信号と
係数－１の駆動信号が変わる。すなわち、図１３に示したタッチ検出期間においては、図
１２に示した時刻ｔ１１の係数が用いられていたが、次のタッチ検出期間においては、図
１２に示した時刻ｔ１２の係数が用いられる。これにより、図１２において説明したよう
に、時間に伴って係数が変化するコード化された駆動信号が、指定された共通電極に供給
されるようになる。
【０１４１】
　勿論、図１３に示したタッチ検出期間内において、それぞれの駆動信号に付与される係
数が、図１２に示したように、変化するようにしてもよい。
【０１４２】
　この実施の形態２においては、特に制限されないが、タッチ制御装置１０００における
検出信号処理部ＴＳを構成する信号処理部１５（図１参照）において、図１２で説明した
行列演算が行われる。そのため、信号処理部１５は、図１２に示した行列（１）に対応す
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る情報を有している。
【０１４３】
　駆動信号をコード化する際に用いる行列は、図１２に示した行列（１）に限定されない
。例えば、図１４に示すような行列を、駆動信号をコード化する際に用いるようにしても
よい。この場合、図１４におけるＴｘ（０）～Ｔｘ（１５）は、コード化する際に用いる
行列（１）の行Ｒ１～Ｒ１６に該当し、１～１６は、行列（１）の列Ｃ１～Ｃ１６に該当
する。また。係数Ｐは、図１２の係数１に相当し、係数Ｎは、図１２の係数－１に相当す
る。なお、図１４において、行Ｐおよび行Ｎに示す数値は、列１～１６における係数Ｐの
出現回数および係数Ｎの出現回数を示している。
【０１４４】
　（実施の形態３）
　実施の形態３に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置１においては、実施の形態１お
よび実施の形態２と異なるタッチ検出方式が採用されている。先ず、実施の形態３におい
て採用されているタッチ検出方式について、その原理を説明する。
【０１４５】
　＜静電容量型タッチ検出（自己容量方式）の基本原理＞
　図１５（Ａ）～（Ｃ）は、自己容量方式のタッチ検出の基本原理を説明するための説明
図である。図１５（Ａ）において、ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）のそれぞれは、列方向に延在
し、行方向に並列的に配置された共通電極であり、ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）のそれぞれは
、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）と交差するように配置された検出電極である。検出電
極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）のそれぞれは、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）と交差するよ
うに、行方向に延在し、列方向に並列的に配置されている。また、共通電極ＴＬ（０）～
ＴＬ（ｐ）と検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）は、平面視においては、交差して見えるが
、互いに電気的に接触しないように、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）と検出電極ＲＬ（
０）～ＲＬ（ｐ）との間には、絶縁層が介在している。
【０１４６】
　ここでは、説明の都合上、ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）を共通電極とし、ＲＬ（０）～ＲＬ
（ｐ）を検出電極とするが、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）および検出電極ＲＬ（０）
～ＲＬ（ｐ）のそれぞれには、駆動信号が供給され、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）お
よび検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）から検出信号が出力される。そのため、外部物体の
タッチを検出すると言う観点で見た場合には、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）および検
出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）は、ともに検出電極であると見なすことができる。
【０１４７】
　自己容量方式のタッチ検出においては、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）を用いた検出
原理も、検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）を用いた検出原理も同じである。以下、図１５
（Ｂ）および（Ｃ）の説明においては、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）と検出電極ＲＬ
（０）～ＲＬ（ｐ）とを、纏めて検出電極とする。
【０１４８】
　検出電極（共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）および検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ））
のそれぞれには、接地電圧との間で寄生容量が存在する。外部物体として、例えば指ＦＧ
が、検出電極の近傍をタッチすると、図１５（Ｂ）に示すように、検出電極と指ＦＧとの
間で電界が発生する。言い換えるならば、指ＦＧが近接することにより、検出電極と接地
電圧との間に接続される容量が増加する。そのため、図１５（Ｂ）において、○で囲んだ
ように、電圧がパルス状に変化する駆動信号を、検出電極に供給すると、検出電極と接地
電圧との間に蓄積される電荷量が、検出電極の近傍をタッチしているか否かによって変化
する。
【０１４９】
　図１５（Ｃ）には、指ＦＧが、検出電極の近傍をタッチしているか否かにより、検出電
極に蓄積される電荷量の変化が示されている。指ＦＧが検出電極の近傍をタッチした場合
、検出電極に接続される容量が増加するため、パルス状の駆動信号を、検出電極に供給し
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たとき、検出電極に蓄積される電荷量が、タッチしていない場合に比べてΔＱだけ増加す
る。図１５（Ｃ）において、横軸は時間を示し、縦軸は電荷量を示している。また、図１
５（Ｃ）において破線は、タッチしたときの電荷量の変化を示している。駆動信号を検出
電極に供給したときに、その検出電極に蓄積されている電荷量の差ΔＱを検出することに
よって、検出電極の近傍がタッチされているか否かの検出をすることが可能となる。
【０１５０】
　＜タッチ制御装置の構成＞
　図１６は、タッチ制御装置１６００の構成を示すブロック図である。図１６には、図１
に示したタッチ制御装置７と異なる部分のみが示されている。実施の形態３におけるタッ
チ制御装置１６００においては、図１に示した駆動信号発生部１７と駆動領域指定部１８
の代わりに、駆動領域指定部１６０１が設けられている。また、図１に示したタッチ検出
信号増幅部１３の代わりに、タッチ検出信号増幅部１６０２が設けられている。図１に示
したＡ／Ｄ変換部１４、信号処理部１５、座標抽出部１６および検出タイミング制御部１
９は、実施の形態３におけるタッチ制御装置１６００にも設けられているが、実施の形態
１と同様であるため、図１６においては省略されている。
【０１５１】
　駆動領域指定部１６０１は、端子Ｔｃから検出領域情報ＤＩを受信し、タッチ検出期間
において、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）を、入出力端子Ｔ
ＩＯ（０）～ＴＩＯ（ｐ）へ出力する。この実施の形態においては、駆動領域指定部１６
０１は、クロック信号φを受け、このクロック信号φに同期した信号を、端子Ｔｃからの
検出領域情報ＤＩによって指定された共通電極に対応する駆動領域指定信号として出力す
る。一方、検出領域情報ＤＩによって指定されていない共通電極に対応する駆動領域指定
信号として、駆動領域指定部１６０１は、ロウレベルの信号を出力する。
【０１５２】
　タッチ検出信号増幅部１６０２は、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）からの検出信号Ｔ
ｘＤ（０）～ＴｘＤ（ｐ）を入出力端子ＴＩＯ（０）～ＴＩＯ（ｐ）を介して受信し、共
通電極の近傍がタッチされているか否かにより生じる電荷量の差を電圧の差として増幅し
、図１に示したＡ／Ｄ変換部１４へ出力する。
【０１５３】
　図１６においては、検出信号ＴｘＤ（０）～ＴｘＤ（ｐ）を受信する端子と、駆動領域
指定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）を出力する端子とが共通の端子ＴＩＯ
（０）～ＴＩＯ（ｐ）となっているが、それぞれ別々にしてもよい。
【０１５４】
　＜表示制御装置の構成＞
　図１７は、実施の形態３に係わる表示制御装置の構成を示す回路図である。同図には、
図７および図１１と同様に、信号線セレクタ６、駆動回路１０の構成が主に示されている
。図１７に示した表示制御装置の構成は、図１１の構成に類似しているので、ここでは主
に相違点のみを説明する。図１７においても、液晶パネル２、信号線セレクタ６および駆
動回路１０の配置は、実際の配置に合わせて描かれている。また、モジュールの全体構成
は、実施の形態２と同じであるため、その説明は省略する。
【０１５５】
　図１７において、１７００は、表示制御装置を示している。表示制御装置１７００は、
図１１に示した表示制御装置１１００に比べ、駆動回路１０にロジック回路ＬＧＣとロジ
ック回路ＬＧＣから出力される検出スイッチ制御信号ＴｘＤＳｅｌによりオン／オフ制御
される複数の検出スイッチＳＤ０～ＳＤｐが追加されている。
【０１５６】
　また、制御部１７０１は、実施の形態１および２において説明した制御部９と同様な制
御を行うが、さらに制御部９の制御に加えて、制御部１７０１は、自己容量検出を行うか
否かを示す自己検出制御信号Ｓｅｌｆを出力する。この自己検出制御信号Ｓｅｌｆは、先
に図１５において説明した自己容量検出方式のタッチ検出を行う場合、タッチ検出期間に
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おいて、例えばハイレベルになる。自己検出制御信号Ｓｅｌｆは、ゲートドライバ１７０
２と、駆動回路１０内のロジック回路ＬＧＣに供給される。
【０１５７】
　この実施の形態３におけるゲートドライバ１７０２は、複数の単位ゲートドライバ回路
１７０２－ｏ～１７０２－ｐによって構成されており、図１７には、２個の単位ゲートド
ライバ回路１７０２－ｏと１７０２－ｐが示されている。単位ゲートドライバ回路１７０
２－ｏ～１７０２－ｐのそれぞれは、互いに同じ構成にされている。ここでは、図１７に
示した単位ゲートドライバ回路１７０２－ｏ、１７０２－ｐを例にして説明する。単位ゲ
ートドライバ回路１７０２－ｏ、１７０２－ｐは、自己検出制御信号Ｓｅｌｆがロウレベ
ルのとき、制御部１７０１からのタイミング信号に従って、走査線ＧＬｏ、ＧＬｐへ走査
信号Ｖｓｏ、Ｖｓｐを供給する。一方、自己検出制御信号Ｓｅｌｆが、ハイレベルのとき
には、走査線ＧＬｏ、ＧＬｐのそれぞれが、フローティング状態となるようにする。すな
わち、単位ゲートドライバ回路１７０２－ｏ、１７０２－ｐのそれぞれは、ハイインピー
ダンスの状態を含めた３状態の出力が可能なドライバ回路であり、自己検出制御信号Ｓｅ
ｌｆがハイレベルとなることにより、その出力がハイインピーダンス状態となる。
【０１５８】
　駆動回路１０に設けられたロジック回路ＬＧＣは、タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬと、
自己検出制御信号Ｓｅｌｆとを受け、駆動電極選択制御信号ＴｘＳｅｌと検出スイッチ制
御信号ＴｘＤＳｅｌとを出力する。このロジック回路ＬＧＣは、タッチ制御信号ＶＣＯＭ
ＳＥＬと自己検出制御信号Ｓｅｌｆとによって、タッチ検出期間であって、自己容量検出
方式の検出を行うことが指示された場合のみ、検出スイッチ制御信号ＴｘＤＳｅｌおよび
駆動電極選択制御信号ＴｘＳｅｌをハイレベルにする。
【０１５９】
　タッチ制御装置１６００は、先に図１６で説明した構成を有している。図１１と同様に
。共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）は、対応する単位駆動電極ドライバＴＤＵ（０）～Ｔ
ＤＵ（ｐ）に接続されている。この実施の形態３においては、さらに、共通電極ＴＬ（０
）～ＴＬ（ｐ）は、検出スイッチＳＤ０～ＳＤｐ（第３スイッチ）を介してタッチ制御装
置１６００の入出力端子ＴＩＯ（０）～ＴＩＯ（ｐ）に接続されている。図１７には、例
示として共通電極ＴＬ（ｎ）、ＴＬ（ｎ＋１）と、入出力端子ＴＩＯ（ｎ）、ＴＩＯ（ｎ
＋１）とが、検出スイッチＳＤｎ、ＳＤｎ＋１を介して接続されていることが示されてい
る。この実施の形態３においては、タッチ制御装置１６００の入出力端子ＴＩＯ（０）～
ＴＩＯ（ｐ）が、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）と、検出信
号ＴｘＤ（０）～ＴｘＤ（ｐ）とで共通にされている。例えば、入出力端子ＴＩＯ（ｎ）
は、共通電極ＴＬ（ｎ）を指定する駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ）を出力する出力
端子として用いられるとともに、同じ共通電極ＴＬ（ｎ）からの検出信号ＴｘＤ（ｎ）が
供給される入力端子としても用いられる。
【０１６０】
　自己容量検出方式が自己検出制御信号Ｓｅｌｆによって指定されているタッチ検出期間
においては、それぞれの単位駆動電極ドライバＴＤＵ（０）～ＴＤＵ（ｐ）内のロジック
回路ＬＧに供給される駆動電極選択制御信号ＴｘＳｅｌは、図１１で述べたタッチ制御信
号ＶＣＯＭＳＥＬに相当する。そのため、自己容量検出方式が指定され、タッチ検出期間
となっている間、単位駆動電極ドライバＴＤＵ（０）～ＴＤＵ（ｐ）内のロジック回路Ｌ
Ｇは、対応する駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）に従って、ス
イッチＳ４０～Ｓ４５およびＳ５０～Ｓ５５を制御する。
【０１６１】
　タッチ検出期間においては、検出領域情報ＤＩによって指定される共通電極に対応する
駆動領域指定信号は、その電圧が周期的に変化し、検出領域情報ＤＩによって指定されて
いない共通電極に対応する駆動領域指定信号は、ロウレベルとなる。これにより、検出領
域情報ＤＩによって指定される共通電極には、それに対応する単位駆動電極ドライバから
、駆動領域指定信号の周期的な電圧変化に応じて、電圧配線ＴＳＶＣＯＭにおけるハイレ



(33) JP 2016-4180 A 2016.1.12

10

20

30

40

50

ベルの電圧と電圧配線ＶＣＯＭＤＣにおけるロウレベルの電圧が、周期的に供給されるこ
とになる。一方、検出領域情報によって指定されていない共通電極には、それに対応する
単位駆動電極ドライバから、ロウレベルの駆動領域指定信号に従った電圧が供給される。
この実施の形態３においても、電圧配線ＴＳＶＣＯＭにおけるロウレベルの電圧が、共通
電極に供給されることになる。
【０１６２】
　また、図１５において述べた電荷量の差、すなわち、駆動電極の近傍がタッチされてい
るか否により発生する共通電極における電荷量の差は、タッチ検出期間において、検出ス
イッチ制御信号ＴｘＤＳｅｌによりオン状態とされている検出スイッチＳＤ０～ＳＤｐを
介して入出力端子ＴＩＯ（０）～ＴＩＯ（ｐ）へ供給される。ここでは、説明を容易にす
るために、電荷量の差は電圧値の差として、検出信号ＴｘＤ（０）～ＴｘＤ（ｐ）に表れ
ているとして説明する。検出信号ＴｘＤ（０）～ＴｘＤ（ｐ）は、表示制御装置１７００
からタッチ制御装置１６００の入出力端子ＴＩＯ（０）～ＴＩＯ（ｐ）に供給され、タッ
チ制御装置１６００において、タッチされた共通電極の位置が検出される。
【０１６３】
　図１７においては、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）へのタッチを検出する構成を説明
したが、同様な構成を、検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）にも設ける。これにより、いず
れの検出電極の近傍がタッチされたかを検出する。検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）にお
いてタッチされた検出電極の位置と、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）においてタッチさ
れた共通電極の位置とを検出することにより、交差点をタッチした位置の座標として抽出
する。
【０１６４】
　＜タッチ検出動作＞
　次に、実施の形態３に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置１の動作を、図１６、図
１７および図１８を用いて説明する。図１８（Ａ）～（Ｊ）は、実施の形態３に係わるタ
ッチ検出機能付き液晶表示装置１の動作を示すタイミング図である。図１８（Ａ）～（Ｄ
）および（Ｉ）は、実施の形態２における図１３（Ａ）～（Ｄ）および（Ｌ）と同じであ
るため、説明は省略する。また、表示期間における動作は、実施の形態１および実施の形
態２と、同じであるため、ここでは省略する。
【０１６５】
　時刻ｔ１において、タッチ－表示同期信号ＴＳＨＤがロウレベルからハイレベルへ変化
することにより、タッチ検出期間が開始する。また、時刻ｔ２において、自己検出制御信
号Ｓｅｌｆがロウレベルからハイレベルへ変化することにより、自己容量検出方式が指定
される。また、タッチ－表示同期信号ＴＳＨＤのハイレベルへの変化に応答して、タッチ
制御信号ＶＣＯＭＳＥＬはロウレベルからハイレベルへ変化する（時刻ｔ２）。
【０１６６】
　自己検出制御信号Ｓｅｌｆがハイレベルに変化することにより、ゲートドライバ１７０
２内のそれぞれの単位ゲートドライバ１７０２－０～１７０２－ｐの出力が、ハイインピ
ーダンス状態となる。これにより、全ての走査線ＧＬ０～ＧＬｐが、フローティング状態
となる。また、選択信号ＳＥＬ１およびＳＥＬ２もロウレベルとなっているため、信号線
ＳＬ（０）～ＳＬ（ｐ）のそれぞれもフローティング状態となる。
【０１６７】
　時刻ｔ２において、タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬおよび自己検出制御信号Ｓｅｌｆが
、ともにハイレベルとなることにより、駆動回路１０内のロジック回路ＬＧＣは、駆動電
極選択制御信号ＴｘＳｅｌおよび検出スイッチ制御信号ＴｘＤｓｅｌのそれぞれをハイレ
ベルにする。これにより、検出スイッチＳＤ０～ＳＤｐのそれぞれがオン状態となる。ま
た、駆動電極ドライバ１２内の単位電極ドライバＴＤＵ（０）～ＴＤＵ（ｐ）のロジック
回路ＬＧは、タッチ制御装置１６００からの駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～Ｔｘ
Ｃｏｎｔ（ｐ）の電圧に従った制御信号を、それぞれのスイッチＳ４０～Ｓ４５およびス
イッチＳ５０～Ｓ５５へ供給する。
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【０１６８】
　図１８では、共通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｐ－１）が、検出領域情報ＤＩによって指定
されている場合が示されている。この場合には、図１８（Ｅ）～（Ｈ）に示されているよ
うに、検出領域情報ＤＩによって指定されている共通電極に対応する駆動領域指定信号Ｔ
ｘＣｏｎｔ（ｎ）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ－１）の電圧が周期的に変化する。一方、指定され
ていない共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｎ－１）およびＴＬ（ｐ）に対応する駆動領域指定
信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｎ－１）およびＴｘＣｏｎｔ（ｐ）のそれぞれ
はロウレベルとなる。これにより、共通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｐ－１）のそれぞれに供
給される駆動信号Ｔｘ（ｎ）～Ｔｘ（ｐ－１）は、電圧配線ＴＳＶＣＯＭにおけるハイレ
ベルの電圧と電圧配線ＶＣＯＭＤＣにおけるロウレベルの電圧との間で周期的に変化する
電圧となる。一方、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｎ－１）およびＴＬ（ｐ）のそれぞれに
供給される駆動信号Ｔｘ（０）～Ｔｘ（ｎ－１）およびＴｘ（ｐ）は、電圧配線ＶＣＯＭ
ＤＣにおけるロウレベルの電圧となり、タッチ検出期間において継続的に供給されること
になる。
【０１６９】
　図１８には示されていないが、電圧配線ＴＳＶＣＯＭにおけるハイレベルの電圧は、図
１３（Ｅ）に示しているように、電圧発生回路１１０１により発生された電圧である。ま
た、実施の形態２と同様に、実施の形態３においても、タッチ制御装置１６００から供給
される駆動領域指定信号に従って、単位駆動電極ドライバＴＤＵ（０）～ＴＤＵ（ｐ）内
のスイッチＳ４０～Ｓ４５あるいはＳ５０～Ｓ５５がオン／オフされる。そのため、タッ
チ制御装置１６００から出力する駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（
ｐ）の駆動能力は低くても、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）の電圧を変化させることが
可能である。
【０１７０】
　図１８（Ｆ）および（Ｇ）等に例示されているように、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ
（ｎ）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ－１）の電圧は、周期的に変化する。この周期的な変化に同期
して、共通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｐ－１）に供給される駆動信号Ｔｘ（ｎ）～Ｔｘ（ｐ
－１）の電圧も周期的に変化する。すなわち、共通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｐ－１）にパ
ルス状に変化する駆動信号が供給されることになる。これにより、図１５（Ｃ）で述べた
ように、共通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｐ－１）のそれぞれの容量に電荷が蓄積される。こ
のとき、これらの共通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｐ－１）のいずれかに近接した位置がタッ
チされていると、図１５（Ｃ）に示すような電荷量に差が発生する。共通電極ＴＬ（０）
～ＴＬ（ｐ）のそれぞれの電荷量は、同じ共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）における電圧
として表され、検出信号ＴｘＤ（０）～ＴｘＤ（ｐ）として出力される。検出信号ＴｘＤ
（０）～ＴｘＤ（ｐ）は、タッチ検出期間において、オン状態とされている検出スイッチ
ＳＤ０～ＳＤｐを介してタッチ検出装置１６００の入出力端子ＴＩＯ（０）～ＴＩＯ（ｐ
）に供給され、タッチ検出信号増幅部１６０２（図１６）に供給される。タッチ検出増幅
部１６０２によって、検出信号ＴｘＤ（０）～ＴｘＤ（ｐ）は増幅される。増幅された検
出信号の電圧値から、タッチされた共通電極が検出される。図１８の例では、共通電極Ｔ
Ｌ（ｎ）～ＴＬ（ｐ－１）にパルス状の駆動信号が供給されるため、これらの共通電極Ｔ
Ｌ（ｎ）～ＴＬ（Ｐ－１）において、タッチされた共通電極が検出されることになる。
【０１７１】
　検出電極ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）についても、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）と同様
に、タッチの検出を行うべき検出電極に対して、パルス状の駆動信号を供給する。この駆
動信号に応答して発生するそれぞれの検出電極における電荷量を、電圧として求めること
により、タッチされた検出電極を検出する。タッチされたとして検出された共通電極と検
出電極との交差部分の座標が、タッチされた位置の座標として抽出されることになる。
【０１７２】
　この実施の形態３においては、信号線ＳＬ（０）～ＳＬ（ｐ）および走査線ＧＬ０～Ｇ
Ｌｐのそれぞれが、先に述べたように、タッチ検出期間においては、フローティング状態
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にされている。そのため、選択した共通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｐ－１）の電圧を変化さ
せる際、すなわち、これらの共通電極ＴＬ（ｎ）～ＴＬ（ｐ－１）の容量を充放電する際
に、信号線と共通電極との間の寄生容量と走査線と共通電極との間の寄生容量への充放電
量を低減することが可能となる。これにより、共通電極を駆動する際に要求される駆動能
力を低減することが可能となる。
【０１７３】
　図１８では、検出領域情報ＤＩに基づいて指定した共通電極のみに駆動信号が供給され
る例が示されている。しかしながら、全ての駆動電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）を、実質的
に同時に、クロック信号φに同期して、駆動するようにしてもよい。この場合には、共通
電極の充放電のとき、全ての共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）が、同じ電圧の方向へ変化
するように、駆動信号によって充放電されることになる。このようにすることにより、共
通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）間に存在する寄生容量を充放電する電荷量も低減すること
が可能となる。結果として、共通電極間、共通電極と信号線間、共通電極と走査線間のそ
れぞれにおける寄生容量を充放電する電荷量を低減することが可能となり、駆動能力の低
い駆動回路１０を用いることが可能となる。あるいは、共通電極における電圧変化の遅延
を低減することが可能となる。
【０１７４】
　（実施の形態４）
　共通電極を、さらに高速に駆動することが可能な実施の形態を実施の形態４として説明
する。実施の形態４におけるモジュールの構成およびタッチ制御装置の構成は、実施の形
態３と類似している。そのため、ここでは相違点のみを説明する。また、表示期間におけ
る表示の動作は、実施の形態１～３と同じであるため、省略する。共通電極を高速に駆動
する構成であるため、タッチ検出の原理は、図２に示した相互容量検出の方式であっても
、図１５に示した自己容量検出の方式であってもよいが、ここでは、実施の形態３におい
て説明した自己容量検出の方式が採用されている場合を説明する。
【０１７５】
　＜表示制御装置の構成＞
　図１９は、実施の形態４に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置１の構成を示す回路
図である。図１９には、図１７と同様に、液晶パネル２の一部分、信号線セレクタ６、ゲ
ートドライバ１７０２、タッチ制御装置１６００および表示制御装置１９００が示されて
いる。また、後で説明するが、実施の形態４においては、第１アシスト回路１９０４およ
び第２アシスト回路１９０２が、タッチ検出機能付き液晶表示装置１に追加されている。
図１９においても、液晶パネル２、信号線セレクタ６、駆動回路１０、第１アシスト回路
１９０４および第２アシスト回路１９０２の配置は、実際の配置に合わせて描かれている
。
【０１７６】
　この実施の形態４においては、信号線セレクタ６は、信号線セレクト回路１９０３と第
１アシスト回路１９０４とを具備している。第１アシスト回路１９０４は、信号線セレク
ト回路１９０３の入力と共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）とを選択的に接続する回路であ
る。後で説明するが、信号線セレクト回路１９０３は、互いに同じ構成にされた複数の単
位信号線セレクト回路１９０３（０）～１９０３（ｐ）によって構成されている。同様に
、第１アシスト回路１９０４も、互いに同じ構成にされた複数の単位第１アシスト回路１
９０４（０）～１９０４（ｐ）によって構成されている。なお、図１９においても、共通
電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）のそれぞれは、同図において、縦方向（列方向）に延在し、
横方向（行方向）に並列的に配置されている。
【０１７７】
　この実施の形態４において、複数の単位信号線セレクト回路１９０３（０）～１９０３
（ｐ）および単位第１アシスト回路１９０４（０）～１９０４（ｐ）のそれぞれは、同図
において横方向に配置された共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）と１対1に対応している。
図１９においては、共通電極ＴＬ（ｎ）、ＴＬ（ｎ＋１）と、それぞれに対応する単位信
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号線セレクト回路１９０３（ｎ）、１９０３（ｎ＋１）と、それぞれに対応する単位第１
アシスト回路１９０４（ｎ）、１９０４（ｎ＋１）が示されている。
【０１７８】
　また、この実施の形態４においては、特に制限されないが、液晶パネル２を挟んで、信
号線セレクタ６の反対側に、信号線と共通電極とを選択的に接続する第２アシスト回路１
９０２が設けられている。すなわち、モジュールにおいて、液晶パネル２を挟むようにし
て、第１アシスト回路１９０４を含む信号線セレクタ６と第２アシスト回路１９０２とが
実装されている。さらに、図６を参照して述べると、液晶素子配列ＬＣＤの行に沿った２
辺のうちの一方の一辺に沿って、第１アシスト回路１９０４を含む信号線セレクタ６が配
置され、他方の一辺に沿って、第２アシスト回路１９０２が配置されている。ここで、他
方の辺は、一方の辺との間で、液晶素子配列ＬＣＤを挟むように対向した辺である。
【０１７９】
　第２アシスト回路１９０２も、後で詳しく説明するが、互いに同じ構成にされた複数の
単位第２アシスト回路１９０２（０）～１９０２（ｐ）によって構成されており、それぞ
れは、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）に１対１で対応している。図１９においては、共
通電極ＴＬ（ｎ）、ＴＬ（ｎ＋１）に対応する単位第２アシスト回路１９０２（ｎ）、１
９０２（ｎ＋１）のみが示されている。
【０１８０】
　単位信号線セレクト回路１９０３（ｎ）～１９０３（ｎ＋１）、単位第１アシスト回路
１９０４（ｎ）、１９０４（ｎ＋１）および単位第２アシスト回路１９０２（ｎ）、１９
０２（ｎ＋１）の構成を説明する前に、信号線セレクト回路１９０３、第１アシスト回路
１９０４および第２アシスト回路１９０２のそれぞれの機能の概要を述べておく。
【０１８１】
　信号線セレクト回路１９０２は、表示期間においては、実施の形態１～３において述べ
たように、時分割的に供給される画像信号を、選択信号ＳＥＬ１およびＳＥＬ２によって
、適切な信号線に振り分ける。すなわち、駆動回路１０の端子ＳＰ１１～ＳＰ１６と、信
号線との間を、選択信号ＳＥＬ１、ＳＥＬ２に従って、時間的に順次接続する。これによ
り、表示期間においては、信号線に画像信号が供給され、表示が行われる。一方、タッチ
検出期間においては、実質的に同時に、駆動回路１０の端子ＳＰ１１～ＳＰ１６と、全て
の信号線とを電気的に接続する。これにより、全ての信号線ＳＬ（０）～ＳＬ（ｐ）のそ
れぞれは、駆動回路１０の端子ＳＰ１１～ＳＰ１６に電気的に接続されることになる。
【０１８２】
　第１アシスト回路１９０４は、表示期間において、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）の
それぞれに、電圧ＶＣＯＭＤＣを供給する。これにより、表示期間においては、液晶パネ
ル２の一方の辺（表示制御装置１９００が実装された側の辺）から、共通電極ＴＬ（０）
～ＴＬ（ｐ）のそれぞれに所定の電圧ＶＣＯＭＤＣが供給されることになる。一方、タッ
チ検出期間において、第１アシスト回路１９０４は、信号線セレクタ６の入力、すなわち
駆動回路１０の端子ＳＰ１１～ＳＰ１６を共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）に電気的に接
続する。これにより、タッチ検出期間においては、液晶パネル２の一方の辺から、駆動回
路１０の出力が、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）に供給されることになる。すなわち、
第１アシスト回路１９０４は、表示期間かタッチ検出期間かによって、共通電極ＴＬ（０
）～ＴＬ（ｐ）を選択的に、電圧配線ＶＣＯＭＤＣあるいは駆動回路１０の出力に接続す
る。
【０１８３】
　次に、第２アシスト回路１９０２は、表示期間において、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（
ｐ）に、電圧配線ＶＣＯＭＤＣの電圧を供給し、タッチ検出期間においては、信号線と共
通電極とを電気的に接続する。第２アシスト回路１９０２は、液晶パネル２を挟んで、表
示制御装置１９００の反対側に配置されている。すなわち、液晶パネル２の一方の辺と対
向する他方の辺に配置されている。これにより、第２アシスト回路１９０２により、表示
期間においては、液晶パネル２の他方の辺から、電圧配線ＶＣＯＭＤＣの電圧が共通電極
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ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）に供給され、タッチ検出期間においては、上記した他方の辺にお
いて、信号線と共通電極とが電気的に接続されることになる。
【０１８４】
　表示期間においては、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）の両端から、電圧配線ＶＣＯＭ
ＤＣにおける電圧が供給されることになり、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）のそれぞれ
の電圧を確実に所定の電圧にすることが可能となる。また、タッチ検出期間においては、
共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）のそれぞれの両端において、信号線と電気的に接続され
ることになるため、信号線と共通電極とによる合成インピーダンスを低減することが可能
となる。その結果として、同図において縦方向（列方向）に、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ
（ｐ）が延びても、表示期間においては、確実に共通電極の電圧を所定の電圧にすること
が可能となる。また、タッチ検出期間においては、駆動回路１０からの出力による共通電
極の電圧変化の遅延を低減することが可能となる。
【０１８５】
　後で説明するが、駆動回路１０は、タッチ検出期間においては、タッチを検出するため
の駆動信号を端子ＳＰ１１～ＳＰ１６から出力する。また、タッチ検出期間においては、
駆動回路１０の端子ＳＰ１１～ＳＰ１６と信号線とが信号線セレクト回路１９０３によっ
て、電気的に接続される。これにより、タッチ検出をするための駆動信号は、共通電極Ｔ
Ｌ（０）～ＴＬ（ｐ）に供給されるだけでなく、信号線にも供給され、信号線からも共通
電極に駆動信号が伝達される。すなわち、信号線を用いて、駆動信号の伝達のアシストが
図られ、高速な駆動が可能となる。
【０１８６】
　＜信号線セレクト回路、第１アシスト回路、第２アシスト回路の構成・動作＞
　次に、信号線セレクト回路１９０３、第１アシスト回路１９０４、第２アシスト回路１
９０２の構成を説明する。上記したように、信号線セレクト回路１９０３は、互いに同じ
構成にされた単位信号線セレクト回路１９０３（０）～１９０３（ｐ）により構成され、
第１アシスト回路１９０４は、互いに同じ構成にされた単位第１アシスト回路１９０４（
０）～１９０４（ｐ）により構成されている。また、第２アシスト回路１９０２は、互い
に同じ構成にされた単位第２アシスト回路１９０２（０）～１９０２（ｐ）により構成さ
れている。図１９には、これらのうち、単位信号線セレクト回路１９０３（ｎ）および１
９０３（ｎ＋１）、単位第１アシスト回路１９０４（ｎ）および１９０４（ｎ＋１）、お
よび単位第２アシスト回路１９０２（ｎ）および１９０２（ｎ＋１）が、示されている。
互いに同じ構成を有しているため、ここでは、共通電極ＴＬ（ｎ）に対応した単位信号線
セレクト回路１９０３（ｎ）、単位第１アシスト回路１９０４（ｎ）および単位第２アシ
スト回路１９０２（ｎ）を代表として説明する。
【０１８７】
　＜＜単位信号線セレクト回路１９０３（ｎ）＞＞
　実施の形態１～３と同様に、同図において横方向に配置された４組の画素に対して、１
個の共通電極ＴＬ（ｎ）が配置されている。この共通電極ＴＬ（ｎ）は、縦方向（列方向
）に延在している。勿論、図３（Ｂ）において説明したように、ＴＦＴガラス基板３００
の主面に配置された他の共通電極ＴＬ（ｎ＋１）とは、電気的に分離されている。この共
通電極ＴＬ（ｎ）に対応した単位信号線セレクト回路１９０３（ｎ）は、実施の形態１～
３と同様に、選択信号ＳＥＬ１によってオン／オフ制御されるスイッチＳ１１、Ｓ１２（
第９スイッチ）および選択信号ＳＥＬ２によってオン／オフ制御されるスイッチＳ２１、
Ｓ２２（第１０スイッチ）とを、複数組有している。これらのスイッチＳ１１、Ｓ１２、
Ｓ２１、Ｓ２２は、先に述べた実施の形態１～３と同様に、信号線セレクタ６の入力と、
信号線ＳＬ（０）０（Ｒ）～ＳＬ（ｐ）３（Ｂ）との間に接続されている。図１９におい
ては、信号線ＳＬ（ｎ）０（Ｒ）、ＳＬ（ｎ）０（Ｇ）、ＳＬ（ｎ）０（Ｂ）のみが、※
１、※２、※３として明示されている。
【０１８８】
　この実施の形態４においては、制御部１９０１は、実施の形態３における制御部１７０
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１と類似しており、表示期間においては、実施の形態３と同様に、選択信号ＳＥＬ１とＳ
ＥＬ２とを相補的にハイレベルとロウレベルにする。しかしながら、この実施の形態４に
おける制御部１９０１は、タッチ検出期間において、選択信号ＳＥＬ１およびＳＥＬ２を
ともに、ハイレベルする。選択信号ＳＥＬ１、ＳＥＬ２のハイレベルに応答して、タッチ
検出期間においては、スイッチＳ１１、Ｓ１２、Ｓ２１、Ｓ２２は、実質的に同時にオン
状態となる。これにより、信号線セレクタ６の入力が、全ての信号線ＳＬ（０）０（Ｒ）
～ＳＬ（ｐ）３（Ｂ）に接続されることになる。すなわち、駆動回路１０の端子ＳＰ１１
～ＳＰ１６と、信号線ＳＬ（０）０（Ｒ）～ＳＬ（ｐ）３（Ｂ）との間が電気的に接続さ
れる。
【０１８９】
　＜＜単位第１アシスト回路１９０４（ｎ）＞＞
　この実施の形態においては、共通電極ＴＬ（ｎ）は、複数の駆動配線ＴＬ（ｎ）－０～
ＴＬ（ｎ）－５によって、電気的に単位第１アシスト回路１９０４（ｎ）に接続されてい
る。第１単位アシスト回路１９０４（ｎ）は、駆動配線ＴＬ（ｎ）－０～ＴＬ（ｎ）－５
の個数に対応した３端子スイッチＳ１３０～Ｓ１３５（第４スイッチ）を具備している。
３端子スイッチＳ１３０～Ｓ１３５のそれぞれは、共通端子Ｃと接続端子ｐ１、ｐ２を有
し、タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬの電圧値によって、共通端子Ｃは、接続端子ｐ１ある
いはｐ２に接続される。タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬは、図１８（Ｉ）に示したように
、表示期間においては、ロウレベルとされ、タッチ検出期間においてはハイレベルとなる
。３端子スイッチＳ１３０～Ｓ１３５のそれぞれの共通端子Ｃは、タッチ制御信号ＶＣＯ
ＭＳＥＬがロウレベルのとき、接続端子ｐ１に接続され、タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬ
がハイレベルのとき、接続端子ｐ２に接続される。
【０１９０】
　３端子スイッチＳ１３０～Ｓ１３５のそれぞれの共通端子Ｃは、対応する駆動配線ＴＬ
（ｎ）－０～ＴＬ（ｎ）－５に接続され、接続端子ｐ１は、電圧配線ＶＣＯＭＤＣに接続
され、接続端子ｐ２は、信号線セレクタ６の対応する入力に接続されている。すなわち、
３端子スイッチＳ１３０～Ｓ１３５の共通端子Ｃは、対応する駆動配線を介して共通電極
ＴＬ（ｎ）に接続され、接続端子ｐ１は、タッチ検出期間において接地電圧が供給される
電圧配線ＶＣＯＭＤＣに接続されている。また、３端子スイッチＳ１３０～Ｓ１３５のそ
れぞれの接続端子ｐ２は、駆動回路１０の対応する端子ＳＰ１１～ＳＰ１６に電気的に接
続されている。
【０１９１】
　３端子スイッチＳ１３０～Ｓ１３５のうち、３端子スイッチＳ１３０を例にして述べる
と、当該３端子スイッチＳ１３０の共通端子Ｃは、対応する駆動配線ＴＬ（ｎ）－０を介
して共通電極ＴＬ（ｎ）に接続され、接続端子ｐ１は、電圧配線ＶＣＯＭＤＣに接続され
、接続端子ｐ１は、信号線セレクタ６の対応する入力に接続されている。この場合、信号
線セレクタ６の対応する入力は、駆動回路１０の端子ＳＰ１１に接続されているため、３
端子スイッチＳ１３０の接続端子ｐ１は、駆動回路の対応する端子ＳＰ１１に接続されて
いる。また、信号線セレクタ６において対応する入力は、対応する単位信号線セレクト回
路１９０３（ｎ）内のスイッチＳ１１およびＳ２１を介して、タッチ検出期間においては
、信号線ＳＬ（ｎ）０（Ｒ）およびＳＬ（ｎ）０（Ｂ）に電気的に接続される。残りの３
端子スイッチＳ１３１～Ｓ１３５も、同様にして、対応する駆動配線ＴＬ（ｎ）－１～Ｔ
Ｌ（ｎ）－５を介して共通電極ＴＬ（ｎ）と、電圧配線ＶＣＯＭＤＣと、信号線セレクタ
６の対応する入力に接続されている。
【０１９２】
　＜＜単位第２アシスト回路１９０２（ｎ）＞＞
　単位第２アシスト回路１９０２（ｎ）は、電圧配線ＶＣＯＭＤＣと共通電圧配線１９０
２（ｎ）ｃとの間に、並列的に接続された複数のスイッチＳ１００～Ｓ１０３と、共通電
圧配線１９０２（ｎ）ｃと対応する信号線ＳＬ（ｎ）０（Ｒ）～ＳＬ（ｎ）３（Ｂ）との
間に接続されたスイッチＳ１１０～Ｓ１２１（第５スイッチ）とを具備している。スイッ



(39) JP 2016-4180 A 2016.1.12

10

20

30

40

50

チＳ１００～Ｓ１０３およびスイッチＳ１１０～Ｓ１２１のそれぞれは、タッチ制御信号
ＶＣＯＭＳＥＬによってオン／オフ制御される。この実施の形態においては、タッチ制御
信号ＶＣＯＭＳＥＬの電圧に従って、スイッチＳ１００～Ｓ１０３と、スイッチＳ１１０
～１２１とは相補的にオン／オフするように制御される。すなわち、タッチ制御信号ＶＣ
ＯＭＳＥＬがロウレベルときには、スイッチＳ１００～１０３がオン状態とされ、スイッ
チＳ１１０～Ｓ１２１はオフ状態とされる。これに対して、タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥ
Ｌがハイレベルのときには、スイッチＳ１１０～Ｓ１２１がオン状態となり、スイッチＳ
１００～Ｓ１０３はオフ状態となる。
【０１９３】
　また、共通電圧配線１９０２（ｎ）ｃは、複数の接続箇所で、対応する共通電極ＴＬ（
ｎ）と電気的に接続されている。
【０１９４】
　これにより、図１８（Ｉ）に示すように、タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬが、表示期間
においてロウレベルとなっているとき、スイッチＳ１００～Ｓ１０３がオン状態となり、
電圧配線ＶＣＯＭＤＣから、共通電極ＴＬ（ｎ）に対して所定の電圧の供給が行われる。
この場合、複数のスイッチＳ１００～Ｓ１０３が並列的に接続されるため、スイッチＳ１
００～Ｓ１０３の合成オン抵抗を低くすることが可能となり、スイッチＳ１００～Ｓ１０
３での電圧降下を小さくすることが可能となる。
【０１９５】
　一方、図１８（Ｉ）に示すように、タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬが、タッチ検出期間
において、ハイレベルになっていると、信号線ＳＬ（ｎ）０（Ｒ）～ＳＬ（ｎ）３（Ｂ）
と共通電極ＴＬ（ｎ）とが、スイッチＳ１１０～Ｓ１２１を介して電気的に接続されるこ
とになる。この場合も、スイッチＳ１１０～Ｓ１２１が、電圧配線１９０２（ｎ）ｃと共
通電極ＴＬ（ｎ）との間で並列的に接続されることになり、スイッチＳ１１０～Ｓ１２１
での電圧降下を低減することが可能となるとともに、スイッチＳ１１０～Ｓ１２１の合成
オン抵抗が低くなるため、信号遅延を低減することも可能となる。
【０１９６】
　＜＜動作＞＞
　表示期間においては、図１８（Ｉ）に示したように、タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬは
ロウレベルとなっている。そのため、単位第１アシスト回路１９０４（ｎ）における３端
子スイッチＳ１３０～Ｓ１３５の共通端子Ｃは、接続端子ｐ１に接続される。これにより
、単位第１アシスト回路１９０４（ｎ）において、駆動配線ＴＬ（ｎ）－０～ＴＬ（ｎ）
－５を介して、電圧配線ＶＣＯＭＤＣからの電圧が、共通電極ＴＬ（ｎ）へ供給される。
このとき、タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬによって、単位第２アシスト回路１９０２（ｎ
）におけるスイッチＳ１００～Ｓ１０３がオン状態となるため、共通電極ＴＬ（ｎ）に接
続された共通電圧配線１９０２（ｎ）ｃには、スイッチＳ１００～Ｓ１０３を介して電圧
配線ＶＣＯＭＤＣから電圧が供給される。これにより、共通電極ＴＬ（ｎ）には、表示期
間のとき、その両側から、電圧配線ＶＣＯＭＤＣの電圧が供給されることになる。
【０１９７】
　また、表示期間においては、選択信号ＳＥＬ１およびＳＥＬ２によって、単位信号線セ
レクト回路１９０３（ｎ）におけるスイッチＳ１１、Ｓ１２とスイッチＳ２１、Ｓ２２と
が相補的にオン状態にされる。これにより、駆動回路１０の端子ＳＰ１１～ＳＰ１６にお
ける画像信号は、単位信号線セレクト回路１９０３（ｎ）を介して、適切な信号線ＳＬ（
ｎ）０（Ｒ）～ＳＬ（ｎ）３（Ｂ）へ供給され、表示される。
【０１９８】
　一方、タッチ検出期間においては、図１８（Ｉ）に示すように、タッチ制御信号ＶＣＯ
ＭＳＥＬがハイレベルとなる。そのため、単位第１アシスト回路１９０４（ｎ）における
３端子スイッチＳ１３０～Ｓ１３５の共通端子Ｃは、図１９に示しているように、接続端
子ｐ２に接続される。これにより、３端子スイッチＳ１３０～Ｓ１３５を介して、駆動配
線ＴＬ（ｎ）－０～ＴＬ（ｎ）－５のそれぞれは、信号線セレクタ６において対応する入
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力に接続される。これにより、共通電極ＴＬ（ｎ）は、駆動配線ＴＬ（ｎ）－０～ＴＬ（
ｎ）－５を介して、駆動回路１０の端子ＳＰ１１～ＳＰ１６に接続される。
【０１９９】
　また、タッチ検出期間においては、選択信号ＳＥＬ１およびＳＥＬ２がともにハイレベ
ルとなる。これにより、単位信号線セレクト回路１９０３（ｎ）におけるスイッチＳ１１
、Ｓ１２、Ｓ２１、Ｓ２２のそれぞれは、オン状態となる。その結果、信号線ＳＬ（ｎ）
０（Ｒ）～ＳＬ（ｎ）３（Ｂ）の全てが、スイッチＳ１１、Ｓ１２、Ｓ２１、Ｓ２２を介
して、信号線セレクタ６の入力に接続される。すなわち、信号線ＳＬ（ｎ）０（Ｒ）～Ｓ
Ｌ（ｎ）３（Ｂ）の全てが、駆動回路１０の端子ＳＰ１１～ＳＰ１６に接続される。
【０２００】
　さらに、タッチ検出期間においては、タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬのハイレベルによ
って、単位第２アシスト回路１９０２（ｎ）におけるスイッチＳ１１０～Ｓ１２１がオン
状態とされる。これにより、信号線ＳＬ（ｎ）０（Ｒ）～ＳＬ（ｎ）３（Ｂ）の全てが、
スイッチＳ１１０～Ｓ１２１を介して、共通電圧配線１９０２（ｎ）ｃに接続される。こ
の共通電圧配線１９０２（ｎ）ｃは、共通電極ＴＬ（ｎ）に接続されているため、信号線
ＳＬ（ｎ）０（Ｒ）～ＳＬ（ｎ）３（Ｂ）の全てが、共通電極ＴＬ（ｎ）に接続されるこ
とになる。
【０２０１】
　このようにして、タッチ検出期間においては、信号線ＳＬ（ｎ）０（Ｒ）～ＳＬ（ｎ）
３（Ｂ）のそれぞれの両端が、共通電極ＴＬ（ｎ）の両端に電気的に接続され、駆動回路
１０の端子ＳＰ１１～ＳＰ１６における信号が供給される。これにより、列方向に延在す
る共通電極の長さが長くなっても、駆動回路１０の端子ＳＰ１１～ＳＰ１６の信号の遅延
が大きくなるのを抑制することが可能となる。
【０２０２】
　なお、タッチ検出期間においては、実施の形態３と同様に、ゲートドライバ１７０２の
出力はハイインピーダンス状態にされている。そのため、走査線ＧＬ０～ＧＬｐのそれぞ
れは、フローティング状態となる。これにより、実施の形態３において述べたように、共
通電極での信号の遅延をさらに低減することが可能となる。
【０２０３】
　＜駆動回路の構成＞
　次に、実施の形態４における駆動回路１０の構成について、説明する。駆動回路１０は
、先に述べた実施の形態１～３と同様に、互いに同じ構成にされた複数の単位駆動電極ド
ライバＴＤＵ（０）～ＴＤＵ（ｐ）を具備している。しかしながら、単位駆動電極ドライ
バＴＤＵ（０）～ＴＤＵ（ｐ）の構成は、実施の形態１～３において説明した単位駆動電
極ドライバの構成とは異なっている。図１９には、単位駆動電極ドライバＴＤＵ（０）～
ＴＤＵ（ｐ）のうち、駆動電極ＴＬ（ｎ）およびＴＬ（ｎ＋１）に対応する単位駆動電極
ドライバＴＤＵ（ｎ）、ＴＤＵ（ｎ＋１）の構成が代表として示されている。
【０２０４】
　単位駆動電極ドライバＴＤＵ（０）～ＴＤＵ（ｐ）は、互いに同じ構成を有しているの
で、ここでは、単位駆動電極ドライバＴＤＵ（ｎ）を代表として、構成を説明する。
【０２０５】
　単位駆動電極ドライバＴＤＵ（ｎ）は、実施の形態１～３で述べた単位駆動電極ドライ
バＴＤＵ（ｎ）と同様に、複数の端子ＳＰ１１～ＳＰ１６を具備しており、表示期間にお
いては、制御部１９０１から、時分割的に画像信号Ｓｎが端子ＳＰ１１～ＳＰ１６へ供給
される。端子ＳＰ１１～ＳＰ１６は、信号線セレクタ６の対応する入力に接続されている
。図１９に示した例では、単位駆動電極ドライバＴＤＵ（ｎ）の端子ＳＰ１１～ＳＰ１６
は、対応する単位第１アシスト回路１９０４（ｎ）の３端子スイッチＳ１３０～Ｓ１３５
の接続端子ｐ２と、対応する単位信号線セレクト回路１９０３（ｎ）のスイッチＳ１１、
Ｓ１２、Ｓ２１、Ｓ２２とに接続されている。
【０２０６】
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　単位駆動電極ドライバＴＤＵ（ｎ）は、さらに、スイッチＳ１４０～１４５（第６スイ
ッチ）、スイッチＳ１６０～Ｓ１６５（第７スイッチ）、スイッチＳ１５０～１５５（第
８スイッチ）およびロジック回路ＬＧを具備している。ここで、スイッチＳ１４０～１４
５は、電圧発生回路１１０１によって発生された電圧が供給される電圧配線ＴＳＶＣＯＭ
と、端子ＳＰ１１～ＳＰ１６との間に接続され、ロジック回路ＬＧからの制御信号Ｔｘｕ
ｕによってオン／オフ制御される。また、スイッチＳ１５０～Ｓ１５５は、端子ＳＰ１１
～ＳＰ１６と、検出配線ＤＴＬとの間に接続され、自己検出制御信号Ｓｅｌｆによってオ
ン／オフ制御される。スイッチＳ１６０～Ｓ１６５は、端子ＳＰ１１～ＳＰ１６と電圧配
線ＴＳ１～ＴＳ３との間に接続され、ロジック回路ＬＧからの制御信号Ｔｘｄｄによって
、オン／オフ制御される。ロジック回路ＬＧは、ロジック回路ＬＧＣから供給される駆動
電極選択制御信号ＴｘＳｅｌと、タッチ制御装置１６００から供給される駆動領域指定信
号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ）とを受け、スイッチＳ１４０～Ｓ１４５のオン／オフを制御する制
御信号Ｔｘｕｕと、スイッチＳ１６０～Ｓ１６５のオン／オフを制御する制御信号Ｔｘｄ
ｄとを形成する。
【０２０７】
　この実施の形態４におけるタッチ制御装置１６００は、実施の形態３と同様な構成にさ
れており、タッチ制御装置１６００の入出力端子ＴＩＯ（ｎ）は、ロジック回路ＬＧと検
出配線ＤＴＬに接続されている。これにより、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ）は、
入出力端子ＴＩＯ（ｎ）からロジック回路ＬＧに供給され、検出配線ＤＴＬから検出信号
ＴｘＤ（ｎ）が、入出力端子ＴＩＯ（ｎ）に供給される。
【０２０８】
　電圧配線ＴＳ１～ＴＳ３は、実施の形態１において述べたテスト用の電圧を供給する配
線である。この実施の形態４においては、当該電圧配線ＴＳ１～ＴＳ３は、タッチ検出期
間において、接地電圧を供給する電圧配線としても用いられる。すなわち、電圧配線ＴＳ
１～ＴＳ３は、テストの期間とタッチ検出期間とで、兼用されている。そのため、制御部
１９０１は、テスト期間だけでなく、タッチ検出期間においても、電圧配線ＴＳ１～ＴＳ
３に、接地電圧を供給する。勿論、テスト用の電圧配線とは、別にタッチ検出期間用の電
圧配線を用意してもよい。
【０２０９】
　ロジック回路ＬＧＣには、タッチ検出の動作が指定されとき、ハイレベルのタッチ制御
信号ＶＣＯＭＳＥＬとハイレベルの自己検出制御信号Ｓｅｌｆが供給される（図１８（Ｉ
）および（Ｊ））。これに応答して、ロジック回路ＬＧＣは、駆動電極選択制御信号Ｔｘ
Ｓｅｌをハイレベルに変化させる。単位駆動電極ドライバＴＤＵ（ｎ）におけるロジック
回路ＬＧは、ハイレベルの駆動電極選択制御信号ＴｘＳｅｌを受けると、駆動領域指定信
号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ）の電圧に従った制御信号Ｔｘｕｕ、Ｔｘｄｄを形成する。例えば、
駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ）の電圧がハイレベルへ変化すると、ロジック回路Ｌ
Ｇは、制御信号Ｔｘｕｕの電圧をハイレベルへ変化させ、制御信号Ｔｘｄｄの電圧をロウ
レベルへ変化させる。一方、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ）の電圧がロウレベルへ
変化すると、ロジック回路ＬＧは、制御信号Ｔｘｄｄをハイレベルへ変化させ、制御信号
Ｔｘｕｕをロウレベルへ変化させる。
【０２１０】
　スイッチＳ１４０～１４５のそれぞれは、制御信号Ｔｘｕｕがハイレベルへ変化するこ
とにより、オン状態へ変化し、制御信号Ｔｘｕｕがロウレベルへ変化することにより、オ
フ状態へ変化する。同様に、スイッチＳ１６０～Ｓ１６５のそれぞれは、制御信号Ｔｘｄ
ｄがハイレベルへ変化することにより、オン状態へ変化し、制御信号Ｔｘｄｄがロウレベ
ルへ変化することにより、オフ状態へ変化する。
【０２１１】
　タッチ検出期間においては、実施の形態３において説明したように、検出領域情報ＤＩ
によって指定された共通電極に対応する駆動領域指定信号は、その電圧が周期的に変化す
る。これにより、タッチ検出期間においては、スイッチＳ１４０～Ｓ１４５と、スイッチ
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Ｓ１６０～Ｓ１６５とが、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ）の電圧に同期して、交互
にオン／オフの状態になる。スイッチＳ１４０～Ｓ１４５がオン状態なることにより、端
子ＳＰ１１～ＳＰ１６には、これらのスイッチＳ１４０～Ｓ１４５のそれぞれを介して電
圧配線ＴＳＶＣＯＭにおける電圧が供給される。一方、スイッチＳ１６０～Ｓ１６５がオ
ン状態なると、端子ＳＰ１１～ＳＰ１６には、これらのスイッチＳ１６０～Ｓ１６５のそ
れぞれを介して電圧配線ＴＳ１～ＴＳ３における接地電圧が供給される。この結果として
、タッチ検出期間においては、検出領域情報ＤＩによって指定された共通電極に対応する
駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ）を受けている単位駆動電極ドライバＴＤＵ（ｎ）の
端子ＳＰ１１～ＳＰ１６のそれぞれには、駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ）に従って
、電圧値が周期的に変化する駆動信号Ｔｘ（ｎ）が発生する。
【０２１２】
　なお、検出領域情報ＤＩによって指定されていない共通電極に対応する駆動領域指定信
号は、ロウレベルとなる。そのため、このような駆動領域指定信号を受ける単位駆動電極
ドライバの端子ＳＰ１１～ＳＰ１６のそれぞれの電圧は、接地電圧となる。
【０２１３】
　単位駆動電極ドライバＴＤＵ（ｎ）におけるスイッチＳ１５０～Ｓ１５５は、自己検出
制御信号Ｓｅｌｆがハイレベルになることにより、それぞれオン状態となる。これにより
、端子ＳＰ１１～ＳＰ１６のそれぞれは、スイッチＳ１５０～Ｓ１５５を介して、検出配
線ＤＴＬに接続され、この検出配線ＤＴＬを介して検出信号ＴｘＤ（ｎ）がタッチ制御装
置１６００の入出力端子ＴＩＯ（ｎ）に供給される。
【０２１４】
　＜全体動作＞
　次に、実施の形態４に係わるタッチ検出機能付き液晶表示装置１の動作を、主に図１８
および図１９を用いて説明する。この実施の形態４においても、タッチ検出機能付き液晶
表示装置１は、実施の形態１～３と同様に、表示期間において表示動作を行い、タッチ検
出期間においてタッチ検出動作を行う。ここでは、表示期間における動作とタッチ検出期
間におけるタッチ検出動作とに分けて、説明を行う。
【０２１５】
　＜＜表示期間＞＞
　図１８（Ｄ）、（Ｉ）および（Ｊ）に示すように、表示期間においては、タッチ－表示
同期信号ＴＳＨＤ、タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬおよび自己検出制御信号Ｓｅｌｆが、
ロウレベルとなる。タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬおよび自己検出制御信号Ｓｅｌｆがロ
ウレベルとなることにより、ゲートドライバ１７０２は、制御部１９０１からのタイミン
グ信号に従って走査線ＧＬ０～ＧＬｐへ走査信号Ｖｓｏ、Ｖｓｐを供給する。
【０２１６】
　このとき、表示制御装置１９００のロジック回路ＬＧＣには、ロウレベルのタッチ制御
信号ＶＣＯＭＳＥＬとロウレベルの自己検出制御信号Ｓｅｌｆが供給されているため、ロ
ウレベルの駆動電極選択制御信号ＴｘＳｅｌを出力する。これにより、各単位駆動電極ド
ライバＴＤＵ（０）～ＴＤＵ（ｐ）のそれぞれにおけるロジック回路ＬＧは、駆動領域指
定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）の電圧とは無関係に、ロウレベルの制御
信号Ｔｘｄｄ、Ｔｘｕｕを出力する。ロウレベルの制御信号Ｔｘｄｄ、Ｔｘｕｕにより、
スイッチＳ１４０～Ｓ１４５、Ｓ１６０～Ｓ１６５はオフ状態となる。また、ロウレベル
の自己検出制御信号Ｓｅｌｆにより、スイッチＳ１５０～Ｓ１５５がオフ状態とされる。
これにより、それぞれの単位駆動電極ドライバＴＤＵ（０）～ＴＤＵ（ｐ）の端子ＳＰ１
１～ＳＰ１６は、電圧配線ＴＳＶＣＯＭ、電圧配線ＴＳ１～ＴＳ３および検出配線ＤＴＬ
から、電気的に分離される。そのため、端子ＳＰ１１～ＳＰ１６は、制御部１９０１から
供給される画像信号Ｓｎを出力することになる。
【０２１７】
　タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬがロウレベルであるため、第１アシスト回路１９０４に
おける３端子スイッチＳ１３０～Ｓ１３５は、共通端子ｃと接続端子ｐ１とを接続する。
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また、ロウレベルのタッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬによって、第２アシスト回路１９０２
におけるスイッチＳ１００～Ｓ１０３のそれぞれはオン状態となり、スイッチＳ１１０～
Ｓ１２１のそれぞれはオフ状態となる。これにより、第２アシスト回路１９０２において
、共通電極と信号線とは電気的に分離され、共通電極には、オン状態のスイッチＳ１００
～Ｓ１０３および共通電圧配線１９０２（ｎ）ｃを介して、電圧配線ＶＣＯＭＤＣから電
圧が供給される。
【０２１８】
　制御部１９０１は、画像信号Ｓｎを駆動回路１０へ供給するタイミングに同期して、選
択信号ＳＥＬ１，ＳＥＬ２を交互にハイレベルにする。これにより、画像信号Ｓｎに応じ
た電圧が、信号線ＳＬ（０）０（Ｒ）～ＳＬ（ｐ）３（Ｂ）に伝達され、表示される。
【０２１９】
　　＜＜タッチ検出期間＞＞
　図１８（Ｄ）、（Ｉ）および（Ｊ）に示すように、タッチ検出期間においては、タッチ
－表示同期信号ＴＳＨＤ、タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬおよび自己検出制御信号Ｓｅｌ
ｆが、ハイレベルとなる。
【０２２０】
　タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬがハイレベルになることにより、第１アシスト回路１９
０４における３端子スイッチＳ１３０～Ｓ１３５の共通端子ｃが、接続端子ｐ２に接続さ
れる。また、第２アシスト回路１９０２におけるスイッチＳ１００～Ｓ１０３がオフ状態
となり、スイッチＳ１１０～Ｓ１２１がオン状態となる。また、制御部１９０１は、タッ
チ検出期間においては、選択信号ＳＥＬ１およびＳＥＬ２をハイレベルにする。これによ
り、液晶パネル２の一方の辺側に配置された信号線セレクタ６（信号線セレクト回路１９
０３と第１アシスト回路１９０４とを含む）において、共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）
と信号線ＳＬ（０）０（Ｒ）～ＳＬ（ｐ）３（Ｂ）とが電気的に接続される。また、液晶
パネル２の他方の辺側に配置された第２アシスト回路１９０２においても、共通電極ＴＬ
（０）～ＴＬ（ｐ）と信号線ＳＬ（０）０（Ｒ）～ＳＬ（ｐ）３（Ｂ）とが電気的に接続
されることになる。
【０２２１】
　タッチ制御信号ＶＣＯＭＳＥＬと自己検出制御信号Ｓｅｌｆとが、ともにハイレベルと
なることにより、ロジック回路ＬＧＣからは、ハイレベルの駆動電極選択制御信号ＴｘＳ
ｅｌが出力される。これにより、駆動回路１０におけるロジック回路ＬＧは、タッチ制御
装置１６００から供給される駆動領域指定信号ＴｘＣｏｎｔ（０）～ＴｘＣｏｎｔ（ｐ）
の電圧に従った制御信号Ｔｘｄｄ、ＴｘｕｕをスイッチＳ１４０～Ｓ１４６、Ｓ１６０～
Ｓ１６６に供給する。タッチ制御装置１６００は、実施の形態３において説明したように
、検出領域情報ＤＩによって指定された共通電極に対応する駆動領域指定信号の電圧を周
期的に変化させる。
【０２２２】
　例えば共通電極Ｔｘ（ｎ）およびＴｘ（ｎ＋１）が、検出領域情報ＤＩによって指定さ
れている場合、この共通電極Ｔｘ（ｎ）およびＴｘ（ｎ＋１）に対応する駆動領域指定信
号ＴｘＣｏｎｔ（ｎ）およびＴｘＣｏｎｔ（ｎ＋１）の電圧が、周期的に変化する。これ
により、スイッチＳ１４０～Ｓ１４６とスイッチＳ１６０～Ｓ１６６とが、周期的にオン
／オフする。その結果として、信号線セレクタ６において、共通電極Ｔｘ（ｎ）およびＴ
ｘ（ｎ＋１）に接続されている駆動回路１０の端子ＳＰ１１～ＳＰ１６には、その電圧値
が、電圧配線ＶＣＯＭＤＣにおけるハイレベルの電圧と、電圧配線ＴＳ１～ＴＳ３におけ
る接地電圧との間で、周期的に変化する駆動信号が発生する。このとき、信号線セレクタ
６および第２アシスト回路１９０２において、共通電極Ｔｘ（ｎ）は、複数の信号線ＳＬ
（ｎ）０（Ｒ）～ＳＬ（ｎ）３（Ｂ）と電気的に並列に接続されている。同様に、共通電
極Ｔｘ（ｎ＋１）も、信号線セレクタ６および第２アシスト回路１９０２において、複数
の信号線と、電気的に並列に接続されている。
【０２２３】
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　言い換えるならば、信号線セレクタ６に近接した位置と、信号線セレクタ６から離れた
遠方位置とにおいて、共通電極と複数の信号線とが並列的に接続されていることになる。
これにより、駆動信号が、共通電極の遠方位置に到達するまでの遅延を低減することが可
能となる。
【０２２４】
　その電圧が周期的に変化する駆動信号Ｔｘ（ｎ）、Ｔｘ（ｎ＋１）が、駆動電極ＴＬ（
ｎ）、ＴＬ（ｎ＋１）に供給されることにより、図１５において説明したように、これら
の共通電極に近接した位置がタッチされているか否かに応じた変化が、共通電極Ｔｘ（ｎ
）、Ｔｘ（ｎ＋１）に発生する。このとき、自己検出制御信号Ｓｅｌｆによって、スイッ
チＳ１５０～Ｓ１５５のそれぞれはオン状態にされているため、共通電極ＴＬ（ｎ）、Ｔ
Ｌ（ｎ＋１）における変化は、スイッチＳ１５０～Ｓ１５５を介して検出配線ＤＴＬに伝
達され、検出信号ＴｘＤ（ｎ）、ＴｘＤ（ｎ＋１）としてタッチ制御装置１６００の入出
力端子ＴＩＯ（ｎ）、ＴＩＯ（ｎ＋１）に供給される。
【０２２５】
　タッチ制御装置１６００は、入出力端子ＴＩＯ（０）～ＴＩＯ（ｐ）に供給されている
検出信号ＲｘＤ（０）～ＲｘＤ（ｐ）に基づいて、実施の形態３において述べたように、
タッチされた位置を検出する。
【０２２６】
　共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）と交差するように配置された検出電極ＲＬ（０）～Ｒ
Ｌ（ｐ）においても、実施の形態３と同様に、検出信号が検出電極からタッチ制御装置１
６００に供給され、タッチ制御装置１６００において、タッチされた位置を検出し、タッ
チされた位置の座標を抽出する。
【０２２７】
　検出領域情報ＤＩによって指定された共通電極に駆動信号を供給することを説明したが
、全ての共通電極ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）に、実質的に同時に駆動信号を供給するように
してもよい。実施の形態３と同様に、実施の形態４においても、タッチ検出期間において
、走査線ＧＬ０～ＧＬｐのそれぞれは、フローティング状態となっているため、共通電極
ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）を同時に駆動信号で駆動することにより、共通電極の充放電の高
速化をさらに図ることが可能となる。
【０２２８】
　実施の形態１～４においては、複数の信号線に対して１個の共通電極を設ける例を説明
したが、１つの信号線に対して１個の共通電極を設けるようにしてもよい。
【０２２９】
　また、実施の形態１～４においては、信号線ドライバ１１の構成は種々考えられるため
、信号線ドライバ１１としては、端子ＳＰ１１～ＳＰ１６へ画像信号Ｓｎを供給する配線
のみが示されている。また、スイッチは、種々の構成のスイッチを採用することができる
。例えば、ゲート、ソースおよびドレインを有する薄膜トランジスタを、スイッチとして
用いることができる。
【０２３０】
　本発明の思想の範疇において、当業者であれば、各種の変形例及び修正例に想到し得る
ものであり、それら変形例及び修正例についても本発明の範囲に属するものと了解される
。
【０２３１】
　例えば、前述の各実施の形態に対して、当業者が適宜、構成要素の追加、削除若しくは
設計変更を行ったもの、又は、工程の追加、省略若しくは条件変更を行ったものも、本発
明の要旨を備えている限り、本発明の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【０２３２】
１　タッチ機能付き液晶表示装置
２　液晶パネル
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５　表示制御装置
６　信号線セレクタ
７　タッチ制御装置
８　ゲートドライバ
１０　駆動回路
１１　信号線ドライバ
１２　駆動電極ドライバ
１７　駆動信号発生部
１８　駆動領域指定部
ＳＰｉｘ　液晶表示素子
ＴＬ（０）～ＴＬ（ｐ）　共通電極
ＳＬ（０）～ＳＬ（ｐ）　信号線
ＲＬ（０）～ＲＬ（ｐ）　検出電極

【図１】 【図２】
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